
前
回
よ
り
１
４
日
縮
小

ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
は
警
戒
を

強
化
。
イ
ラ
ン
が
濃
縮
拡
大

に
踏
み
切
れ
ば
、
中
東
の
緊

張
が
一
層
高
ま
る
の
は
確
実

な
情
勢
だ
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
２
日

の
記
者
会
見
で
、
イ
ラ
ン
の

低
濃
縮
ウ
ラ
ン
貯
蔵
量
が
核

合
意
の
上
限
を
超
え
た
こ
と

に
つ
い
て
「
政
府
と
し
て
懸

念
し
て
い
る
」と
表
明
し
た
。 　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は

２
０
１
５
年
の
イ
ラ
ン
核
合

意
で
イ
ラ
ン
に
限
定
的
な
濃

縮
を
認
め
た
こ
と
は
「
過
ち

だ
っ
た
」
と
指
摘
。
米
国
は

同
盟
国
と
連
携
し
、
イ
ラ
ン

の
核
兵
器
開
発
を
決
し
て
許

さ
な
い
と
強
調
し
た
。

　

ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
も
１

　
【
共
同
】
４
日
公
示
さ
れ
る
参
院
選
は
先
月
２
６
日
の
通
常
国
会
閉
幕
後
、
事
実
上
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
投
開

票
の
今
月
２
１
日
ま
で
実
質
的
に
２
５
日
間
の
短
期
決
戦
だ
。
２
０
１
６
年
の
前
回
選
の
３
９
日
間
よ
り
も
１
４

日
縮
小
。
１
９
９
２
年
の
参
院
選
以
降
、
今
回
を
含
め
た
直
近
１
０
回
の
平
均
２
８
・７
日
間
を
下
回
っ
た
。

国
会
閉
幕
か
ら
投
票
ま
で

核
合
意
の
貯
蔵
量
超
過
受
け

参院選、２５日間の短期決戦
ウ
ラ
ン
濃
縮
停
止
要
求

米
大
統
領
「
イ
ラ
ン
火
遊
び
」

国
の
税
収
、
バ
ブ
ル
超
え
最
高

６
０
・４
兆
円
、
給
与
増
貢
献

中
国
メ
キ
シ
コ
、
貿
易
拡
大
へ

米
対
抗
で
連
携
強
化

場
を
改
め
て
表
明
。
イ
ラ
ン

指
導
部
が
態
度
を
改
め
る
ま

で
最
大
限
の
圧
力
を
か
け
続

け
る
と
警
告
し
た
。

　

イ
ラ
ン
は
７
日
以
降
、
ウ

ラ
ン
濃
縮
度
の
上
限
も
超
過

し
、
核
兵
器
級
の
ウ
ラ
ン
製

造
が
容
易
に
な
る
と
さ
れ
る

２
０
％
ま
で
高
め
る
可
能
性

が
あ
る
と
警
告
し
て
い
る
。

米
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
、
サ
ウ

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
竹

本
篤
史
】
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
は
１
日
、
イ
ラ
ン
の
低
濃

縮
ウ
ラ
ン
貯
蔵
量
が
核
合
意

で
定
め
ら
れ
た
上
限
を
超
え

た
こ
と
を
受
け
て
、
記
者
団

に
「
イ
ラ
ン
は
火
遊
び
を
し

て
い
る
」
と
批
判
し
た
。
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
声
明
を
発

表
し
、
イ
ラ
ン
に
ウ
ラ
ン
濃

縮
の
完
全
停
止
を
求
め
る
立

１
９
９
０
年
度
（
６
０
兆
１ 

０
５
８
億
円
）
を
超
え
て
、

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
前

年
度
実
績
を
上
回
る
の
は
２

年
連
続
。
好
調
な
企
業
業
績

に
よ
る
給
与
や
配
当
金
の
増

加
で
所
得
税
が
伸
び
、
見
積

も
り
か
ら
も
４
２
８
３
億
円

上
振
れ
た
。

　

１
９
年
度
は
１
０
月
の

消
費
税
増
税
を
織
り
込
み
、

６
２
兆
４
９
５
０
億
円
の
税

収
を
見
込
む
。
た
だ
世
界
経

済
の
減
速
に
よ
る
企
業
業
績

の
悪
化
も
懸
念
さ
れ
、
税
収

が
思
惑
通
り
伸
び
る
か
ど
う

か
楽
観
で
き
な
い
状
況
だ
。

　

１
８
年
度
税
収
の
内
訳

は
、
全
体
の
約
３
分
の
１
を

占
め
る
所
得
税
が
前
年
度
比

５
・
４
％
増
の
１
９
兆
９
０ 

０
５
億
円
だ
っ
た
。
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
が
子
会
社

か
ら
多
額
の
配
当
を
受
け
取

り
、
所
得
税
が
４
千
億
円
ほ

目
の
錯
覚
で

詐
欺
を
撃
退
！

Ａ
Ｔ
Ｍ
前
の
床
に
立
体
文
字

半
導
体
「
３
〜
４
カ
月
」
限
界

韓
国
紙
、
日
本
規
制
強
化
で

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
国
交
樹
立
１
０
０
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
、
太
鼓
演
奏
を
し
た
子
ど
も
た
ち
と
交
流
さ
れ
る
秋
篠

宮
ご
夫
妻
＝
１
日
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
（
代
表
撮
影
・
共
同
）

　

近
年
、
参
院
選
は
７
月
に

実
施
さ
れ
て
き
た
。
通
常
国

会
は
１
月
召
集
、
会
期
１
５ 

０
日
間
と
決
ま
っ
て
い
る
。

会
期
延
長
は
あ
る
が
、
解
散

は
な
い
の
で
投
開
票
日
は
絞

り
込
み
や
す
い
。

　

９
２
年
以
降
、
活
動
期
間

が
最
も
短
か
っ
た
の
は
、
橋

本
政
権
で
臨
ん
だ
９
８
年
と

第
１
次
安
倍
政
権
時
の
２
０ 

０
７
年
の
２
４
日
間
だ
。
い

ず
れ
も
与
党
自
民
党
が
惨
敗

し
た
。
０
７
年
は
「
消
え

た
年
金
」
問
題
の
逆
風
が

弱
ま
る
の
を
待
つ
思
惑
も
あ

り
、
国
会
会
期
を
１
２
日
間

延
長
。
投
票
日
を
１
週
間
延

ば
し
た
。
だ
が
、
閣
僚
の
失

言
な
ど
不
祥
事
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
。

　

前
回
は
、
通
常
国
会
が
１ 

９
９
２
年
以
降
で
最
も
早
い

１
月
４
日
に
ス
タ
ー
ト
。
会

期
末
の
６
月
１
日
に
衆
院
を

解
散
す
る
衆
参
同
日
選
が
取

り
沙
汰
さ
れ
た
。
熊
本
地
震

の
発
生
も
あ
っ
て
同
日
選
は

な
く
な
り
、
参
院
選
ま
で
の

期
間
は
長
く
な
っ
た
。

　

今
年
は
１
月
２
８
日
と
遅

い
召
集
で
、
延
長
が
な
け
れ

ば
「
４
日
公
示
、
２
１
日
投

開
票
」
の
見
通
し
だ
っ
た
。

同
様
に
会
期
末
解
散
の
観
測

が
あ
っ
た
も
の
の
、
老
後
資

金
２
千
万
円
問
題
な
ど
も
踏

ま
え
見
送
ら
れ
た
。

　

活
動
期
間
が
短
い
場
合
、

候
補
者
名
の
浸
透
の
点
で
知

名
度
の
あ
る
現
職
が
多
い
与

党
に
有
利
と
の
見
方
が
あ

る
。
た
だ
自
民
党
は「
過
去
、

短
期
決
戦
で
惨
敗
し
た
例
も

あ
る
。
無
党
派
層
の
動
向
次

第
で
情
勢
は
急
変
す
る
」（
ベ

テ
ラ
ン
）
と
必
ず
し
も
楽
観

視
し
て
い
な
い
。

　

京
急
電
鉄
が
駅
に
同
様
の

案
内
表
示
を
導
入
し
た
こ
と

を
ヒ
ン
ト
に
池
上
署
が
独
自

に
考
案
。
既
に
管
内
の
ス
ー

パ
ー
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
設
置
し
て

お
り
、今
後
増
や
し
て
い
く
。

　

設
置
に
先
立
ち
、
山
口
博

署
長
が
詐
欺
防
止
に
は
市
民

の
力
も
必
要
と
訴
え
「
電
話

し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
す

る
人
が
い
れ
ば
一
言
声
を
か

け
て
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
【
共
同
】
財
務
省
が
２
日

発
表
し
た
国
の
２
０
１
８
年

度
一
般
会
計
決
算
は
、
税

収
が
前
年
度
比
２
・
７
％
増

の
６
０
兆
３
５
６
３
億
円

と
な
り
、
バ
ブ
ル
末
期
の

日
、
イ
ラ
ン
が
「
国
際
社
会

を
ゆ
す
る
手
段
と
し
て
核
計

画
を
利
用
し
て
い
る
」
と
強

く
批
判
す
る
声
明
を
発
表
。

自
国
で
ウ
ラ
ン
を
濃
縮
し

な
く
て
も
原
子
力
の
平
和
利

用
は
可
能
だ
と
強
調
し
た
上

で
、
イ
ラ
ン
指
導
部
が
核
兵

器
を
手
に
す
れ
ば
「
中
東
と

世
界
に
さ
ら
に
大
き
な
危
険

を
も
た
ら
す
」と
警
告
し
た
。

　

ボ
ル
ト
ン
大
統
領
補
佐
官

（
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
）

も
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
イ
ラ
ン

が
核
兵
器
製
造
に
必
要
な
高

濃
縮
ウ
ラ
ン
を
作
る
の
に
か

大
国
に
存
在
感
、
揺
ら
ぐ
結
束

米
増
産
で
影
響
力
に
陰
り

か
る
時
間
を
短
縮
し
よ
う
と

し
て
い
る
と
の
疑
念
を
表
明

し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
こ
れ
ま

で
、
イ
ラ
ン
に
ウ
ラ
ン
濃
縮

の
完
全
停
止
や
弾
道
ミ
サ
イ

ル
開
発
の
放
棄
な
ど
１
２
項

目
を
要
求
。
米
国
が
一
方
的

に
離
脱
し
た
核
合
意
に
代
わ

る
合
意
に
向
け
た
再
交
渉
を

求
め
て
い
る
。

　

し
か
し
イ
ラ
ン
指
導
部
は

「
米
国
と
の
交
渉
は
毒
だ
」

（
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
）

な
ど
と
し
て
対
話
を
拒
否
し

て
い
る
。

ど
増
え
た
こ
と
も
税
収
を
押

し
上
げ
た
。
１
９
年
度
は
還

付
さ
れ
る
た
め
、
下
押
し
要

因
と
な
る
。

　

企
業
な
ど
が
納
め
る

法
人
税
は
２
・
７
％
増
の

１
２
兆
３
１
８
０
億
円
。
消

費
税
は
１
・
０
％
増
の
１
７ 

兆
６
８
０
８
億
円
だ
っ
た
。

　

日
銀
の
納
付
金
な
ど
税
外

収
入
の
上
振
れ
分
が
３
９
５ 

４
億
円
、
歳
出
の
使
い
残

し
も
１
兆
６
０
３
７
億
円
生

じ
、
国
債
発
行
額
を
予
定
よ

り
１
兆
円
減
額
。こ
の
結
果
、

国
債
償
還
や
補
正
予
算
の
財

源
と
な
る
剰
余
金
は
１
兆
３ 

２
８
３
億
円
と
な
り
、
４
年

ぶ
り
に
１
兆
円
を
超
え
た
。

　

国
の
税
収
は
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
の
０
９
年
度
に

３
８
兆
円
台
ま
で
落
ち
込
ん

だ
が
、
そ
の
後
は
回
復
基
調

が
続
い
て
い
る
。

る
米
国
へ
の
貿
易
依
存
を
見

直
そ
う
と
中
国
に
接
近
。
同

様
に
米
国
と
の
対
立
が
深
ま

る
中
国
も
、
メ
キ
シ
コ
と
の

関
係
強
化
に
よ
り
「
米
国
の

裏
庭
」
と
呼
ば
れ
る
中
南
米

で
影
響
力
拡
大
を
図
る
狙
い

だ
。

　

王
氏
は
会
談
後
の
共
同
記

者
会
見
で
「
メ
キ
シ
コ
の
優

良
な
商
品
の
中
国
市
場
へ
の

さ
ら
な
る
参
入
を
後
押
し
す

る
」
と
強
調
。
エ
ブ
ラ
ル
ド

氏
は
中
国
と
企
業
間
交
流
、

イ
ン
フ
ラ
建
設
、
物
流
な
ど

の
分
野
で
協
力
を
深
め
る
意

向
を
示
し
た
。

　

王
氏
は
メ
キ
シ
コ
の
ロ
ペ

ス
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
大
統
領
の

訪
中
を
要
請
し
た
。
両
外
相

は
混
乱
が
続
く
南
米
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
情
勢
を
巡
り
、
国
際
社

会
の
内
政
干
渉
に
反
対
す
る

と
表
明
、
反
米
左
翼
マ
ド
ゥ

ロ
政
権
へ
圧
力
を
強
め
る
米

国
を
け
ん
制
し
た
。

　

エ
ブ
ラ
ル
ド
氏
は
、
ロ
ペ

ス
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
氏
の
代
理

と
し
て
２
０
カ
国
・
地
域
首

脳
会
議（
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
）

に
出
席
す
る
た
め
大
阪
を
訪

問
後
、
訪
中
し
た

　
【
ウ
ィ
ー
ン
共
同
＝
飯
田

康
道
】
石
油
輸
出
国
機
構

（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
が
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。
盟
主
の
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
、
原
油
の

減
産
を
共
に
手
掛
け
て
き
た

非
加
盟
国
の
ロ
シ
ア
が
生
産

枠
組
み
の
決
定
を
主
導
し
た

こ
と
に
イ
ラ
ン
が
反
発
し
、

加
盟
国
の
結
束
が
揺
ら
い
で

い
る
。
一
方
、
米
国
の
増
産

で
市
場
で
の
存
在
感
は
低
下

し
、
原
油
価
格
の
形
成
力
に

陰
り
が
見
ら
れ
る
。
今
後
も

サ
ウ
ジ
と
ロ
シ
ア
は
結
び
付

き
を
強
め
る
考
え
だ
。

　
▽
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
死

　
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
死
ぬ
か
も

し
れ
な
い
」。
イ
ラ
ン
の
ザ

ン
ギ
ャ
ネ
石
油
相
は
１
日
、

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
定
時
総
会
の
開
催

前
に
、
記
者
団
に
ま
く
し
立

て
た
。
サ
ウ
ジ
と
ロ
シ
ア
が

生
産
調
整
の
方
針
決
定
を
主

導
す
る
現
状
に
反
発
し
て
い

る
た
め
だ
。

　

７
月
以
降
の
減
産
枠
組
み

を
巡
っ
て
は
、
６
月
末
に
２ 

０
カ
国
・
地
域
首
脳
会
議（
Ｇ

２
０
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
か
れ

た
大
阪
市
で
サ
ウ
ジ
の
ム
ハ

ン
マ
ド
皇
太
子
と
ロ
シ
ア
の

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
会
談
し

大
筋
合
意
。
プ
ー
チ
ン
氏
が

記
者
会
見
で
「（
延
長
期
間

は
）
９
カ
月
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
公
表
し
た
。

　

イ
ラ
ン
は
、
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
定
時
総

会
な
ど
の
承
認
を
経
ず
、
ロ

シ
ア
が
先
行
し
て
明
ら
か
に

し
た
こ
と
に
い
ら
立
っ
た
も

よ
う
だ
。
サ
ウ
ジ
と
イ
ラ
ン

が
敵
対
し
て
い
る
こ
と
も
影

響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
▽
米
国
が
脅
威
に

　

一
方
、
価
格
カ
ル
テ
ル
と

し
て
こ
れ
ま
で
大
き
な
影
響

力
を
発
揮
し
て
き
た
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
を
脅
か
し
つ
つ
あ
る
の
は

米
国
の
存
在
だ
。

　

米
国
は
新
型
原
油
シ
ェ
ー

ル
オ
イ
ル
の
生
産
を
拡
大
。

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ

Ｅ
Ａ
）
は
米
国
が
原
油
な
ど

の
輸
出
も
伸
ば
し
、
２
０
２ 

３
年
に
は
ロ
シ
ア
を
抜
き
世

界
最
大
の
輸
出
国
で
あ
る
サ

ウ
ジ
に
迫
る
と
分
析
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
か
ら

の
圧
力
も
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
手
足

を
縛
る
。
原
油
高
に
よ
っ
て

ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
上
が
り
米

国
の
消
費
者
の
生
活
に
響
く

の
を
懸
念
す
る
ト
ラ
ン
プ
氏

は
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
「
価
格
を

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
２
日
付

の
韓
国
紙
、
朝
鮮
日
報
は
、

日
本
政
府
に
よ
る
輸
出
規
制

強
化
で
半
導
体
な
ど
の
製
造

に
必
要
な
材
料
３
品
目
が

入
手
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
、
半
導
体
大
手
の
サ
ム
ス

ン
電
子
や
Ｓ
Ｋ
ハ
イ
ニ
ッ
ク

ス
な
ど
が
確
保
し
て
い
る
在

庫
は
約
１
カ
月
分
で
、
３
カ

月
分
ほ
ど
あ
る
完
成
品
の
在

庫
を
加
え
て
も
「
持
ち
こ
た

え
ら
れ
る
期
間
は
３
〜
４
カ

月
だ
」
と
伝
え
た
。
Ｍ
Ｂ
Ｃ

テ
レ
ビ
は
、
最
悪
の
場
合
は

工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
が
止
ま

る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し

た
。

　

韓
国
外
務
省
報
道
官
は
２

日
の
定
例
記
者
会
見
で
日
本

側
に
撤
回
を
改
め
て
要
求
。

規
制
強
化
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
元
徴
用
工
訴
訟
に
つ
い

て
、
韓
国
政
府
が
提
案
し
た

解
決
策
を
「
真
摯
に
検
討
す

る
こ
と
を
日
本
側
に
求
め

る
」
と
し
た
。
韓
国
側
は
、

勝
訴
が
確
定
し
た
原
告
へ
の

賠
償
相
当
額
を
日
韓
双
方
の

企
業
に
出
資
さ
せ
る
案
を
示

し
た
が
、
日
本
政
府
は
こ
れ

を
拒
否
し
て
い
る
。

　

成
允
模
・
産
業
通
商
資
源

相
は
１
日
、
世
界
貿
易
機

関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
へ
の
提
訴
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
が
、
韓
国
メ
デ
ィ

ア
か
ら
は
勝
訴
は
確
実
で
な

く
、
提
訴
か
ら
判
断
が
出
る

ま
で
長
期
間
か
か
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ほ
ど
効
果
が
な
い

と
の
見
方
も
出
て
い
る
。

　

２
日
の
主
要
紙
は
１
面

ト
ッ
プ
な
ど
で
「
韓
国
産
業

の
急
所
を
突
い
た
」（
保
守

系
の
朝
鮮
日
報
）
と
懸
念
。

「
参
院
選
前
に
韓
国
た
た
き
」

（
革
新
系
ハ
ン
ギ
ョ
レ
）
と

の
反
発
の
一
方
、
元
徴
用
工

問
題
で
対
応
を
取
っ
て
こ
な

か
っ
た
韓
国
政
府
に
対
策
を

　
【
北
京
共
同
】
中
国
の
王

毅
国
務
委
員
兼
外
相
と
メ
キ

シ
コ
の
エ
ブ
ラ
ル
ド
外
相
は

２
日
、
北
京
で
会
談
し
、
両

国
の
投
資
や
貿
易
を
拡
大

し
、
経
済
協
力
を
強
化
す
る

こ
と
で
一
致
し
た
。
ト
ラ
ン

下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
投
稿
し
、
サ
ウ
ジ
な
ど
に

増
産
を
繰
り
返
し
要
求
。
米

国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
サ

ウ
ジ
は
無
視
で
き
ず
、
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
。

　

サ
ウ
ジ
は
価
格
へ
の
影
響

力
を
保
持
す
る
た
め
、
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
と
、
ロ
シ
ア
な
ど
非
加

盟
の
産
油
国
が
協
調
減
産
を

議
論
す
る
会
議
体
の
恒
久
化

を
目
指
し
て
い
る
。

　

石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱

物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
）
の
野
神
隆
之
首
席
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
は
「
米
国
が
増
産

し
た
場
合
で
も
、
サ
ウ
ジ
や

ロ
シ
ア
の
結
束
強
化
に
よ
っ

て
価
格
の
下
方
圧
力
は
和
ら

ぐ
」
と
分
析
し
た
。

促
す
論
調
も
目
立
っ
た
。

　

保
守
系
の
東
亜
日
報
は
社

説
で
「
韓
国
企
業
の
『
脱
日

本
』
を
助
長
し
、
韓
国
だ
け

で
な
く
日
本
も
被
害
を
受
け

る
」
と
主
張
し
た
。

　

た
だ
、「
韓
国
政
府
も
韓

日
関
係
悪
化
を
事
実
上
放
置

し
て
き
た
と
の
批
判
を
免
れ

な
い
」
と
し
、
両
国
は
対
話

を
通
じ
て
関
係
改
善
の
糸
口

を
探
す
べ
き
だ
と
し
た
。

プ
米
政
権
に
よ
る
制
裁
関
税

を
念
頭
に
、
両
外
相
は
「
保

護
主
義
反
対
」を
打
ち
出
し
、

連
携
し
て
米
国
の
圧
力
に
対

抗
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

　

メ
キ
シ
コ
は
、
国
境
や
通

商
問
題
で
あ
つ
れ
き
を
抱
え

　
【
共
同
】
相
次
ぐ
還
付
金

詐
欺
被
害
を
食
い
止
め
よ
う

と
、
警
視
庁
池
上
署
は
、
注

意
を
呼
び
掛
け
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
目
の
錯
覚
で
浮
か
び
上

が
っ
て
見
え
る
シ
ー
ト
を
製

作
し
た
。
２
日
に
東
京
都
内

の
金
融
機
関
に
あ
る
現
金
自

動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
前
の

床
に
セ
ッ
ト
。「
医
療
費
・

保
険
金
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
返
っ
て

き
ま
せ
ん
」
と
い
う
注
意
書

き
を
立
体
的
に
見
せ
、
言
葉

巧
み
に
だ
ま
さ
れ
た
人
が
金

を
振
り
込
む
の
を
直
前
で
防

ぐ
狙
い
。

泊
し
て
い
た
迎
賓
館
で
大
統

領
夫
妻
と
別
れ
の
あ
い
さ
つ

を
し
た
。

　

こ
の
日
は
午
後
に
、
秋
篠

宮
さ
ま
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
生
命

科
学
大
学
と
実
験
農
場
を
視

察
。
紀
子
さ
ま
は
子
ど
も
向

け
の
図
書
館
を
訪
問
し
た
。

　

ご
夫
妻
は
６
月
２
７
日
か

ら
同
国
に
滞
在
。
７
月
２
日

午
前
（
同
日
午
後
）
に
次
の

訪
問
地
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
に
空
路
で
移
動
す
る
。

　
【
ワ
ル
シ
ャ
ワ
共
同
】ポ
ー

ラ
ン
ド
に
滞
在
中
の
秋
篠
宮

ご
夫
妻
は
１
日
夜
（
日
本
時

間
２
日
未
明
）、
首
都
ワ
ル

シ
ャ
ワ
の
日
本
大
使
公
邸
で

国
交
樹
立
１
０
０
周
年
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席
さ
れ

た
。
秋
篠
宮
さ
ま
は
今
回
の

訪
問
を
振
り
返
り
「
絆
の
太

さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

両
国
の
未
来
に
大
き
な
期

待
を
抱
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
両
国

関
係
の
発
展
に
尽
力
し
た
人

や
在
留
邦
人
ら
が
出
席
。
こ

れ
に
先
立
ち
、
ご
夫
妻
は
宿

秋
篠
宮
さ
ま

「
未
来
に
期
待
」

ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
振
り
返
り

 ANO XXII  –  Nº 5275 SÃO PAULO, QUARTA-FEIRA, 3 DE JULHO DE 2019 R$ 4,00
Rua da Glória, 332 - CEP 01510-000 - São Paulo - SP – Tel. (11) 3340-6060 – www.nikkeyshimbun.com.br

DIRETOR  PRESIDENTE
RAUL  M. TAKAKI

JORNALISTA  RESPONSÁVEL
TAKAO MIYAGUI



「
伯
国
が
最
大
の
受
益
者
」

行
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
幽
霊
候
補
と
さ
れ

る
、
リ
リ
ア
ン
・
ベ
ル
ナ
ル

ジ
ー
ノ
、
ナ
フ
タ
リ
・
タ
マ

ル
、
デ
ボ
ラ
・
ゴ
メ
ス
、
カ

ミ
ー
ラ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス

の
４
氏
は
１
日
、
連
邦
警
察

へ
の
再
出
頭
を
命
じ
ら
れ
、

事
情
聴
取
を
受
け
た
が
、
無

言
を
貫
い
た
と
い
う
。

　

同
件
で
は
、
ラ
ラ
ン
ジ
ャ

４
人
に
２
７
万
９
千
レ
ア

ル
の
公
的
援
助
金
が
支
払

わ
れ
た
が
、
少
な
く
と
も

８
万
５
千
レ
ア
ル
は
、
ア
ン

ト
ニ
オ
氏
の
側
近
や
そ
の
親

戚
の
企
業
４
社
に
横
流
し
さ

れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
連

警
は
、
そ
れ
ら
の
企
業
が
候

補
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
仕

事
を
行
っ
た
痕
跡
を
見
つ
け

て
い
な
い
。

　

ま
た
、
４
人
の
候
補
は
選

挙
運
動
ら
し
い
活
動
を
行
っ

て
お
ら
ず
、
全
員
合
わ
せ
て

も
２
千
票
程
度
の
票
し
か
獲

得
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
４
候
補
以

外
に
も
、
計
画
の
話
を
持
ち

　
【
既
報
関
連
】
６
月
２
８
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
基
本
合
意
に
達
し
た
、
Ｅ
Ｕ
と

メ
ル
コ
ス
ル
間
の
自
由
貿
易
協
定
は
、
正
式
調
印
ま
で
に
、
細
部
の
詰
め
、
双
方

の
議
会
承
認
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
約
２
０
年
か
け
た
交
渉
の
末
に
基
本
合

意
が
結
ば
れ
た
意
味
は
大
き
く
、
２
日
付
伯
字
各
紙
も
詳
細
を
報
じ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
鶏
肉
に
も
関

税
ゼ
ロ
適
用
量
が
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
メ
ル
コ
ス
ル
は

そ
の
枠
を
１
８
万
ト
ン
拡

大
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

２
０
１
８
年
に
伯
国
か
ら
Ｅ

Ｕ
へ
輸
出
さ
れ
た
鶏
肉
の
総

量
は
２
０
万
ト
ン
だ
っ
た
。

　

砂
糖
の
場
合
、
メ
ル
コ
ス

ル
側
に
割
り
当
て
ら
れ
る
関

税
ゼ
ロ
適
用
限
度
は
１
８
万

ト
ン
だ
が
、
伯
国
は
昨
年
、

２
万
２
千
ト
ン
の
砂
糖
を
Ｅ

Ｕ
に
輸
出
し
た
。

　
「
関
税
ゼ
ロ
適
用
量
は
メ
ル

コ
ス
ル
４
カ
国
全
体
に
割
り

当
て
ら
れ
る
が
、
多
く
の
製

品
に
お
い
て
、
伯
国
が
域
内

最
大
の
輸
出
国
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
」
と
フ
ェ
ラ
ス

氏
は
語
る
。

　

同
氏
は
１
日
、「
交
渉
が

進
ん
だ
の
は
、
メ
ル
コ
ス
ル

が
、
製
品
の
原
産
地
に
関
わ

る
交
渉
で
Ｅ
Ｕ
側
に
譲
歩
し

た
か
ら
」
と
明
か
し
た
。

　

Ｅ
Ｕ
か
ら
輸
出
さ
れ
、
関

税
ゼ
ロ
措
置
の
恩
恵
を
受
け

る
製
品
は
原
材
料
に
至
る
ま

で
Ｅ
Ｕ
産
で
な
く
て
は
な
ら

　

特
に
そ
う
し
た
役
職
が
あ

る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
い

つ
の
ま
に
か
連
邦
政
府
を
監

視
す
る
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ

い
て
し
ま
っ
て
い
る
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
の
次
男
カ
ル
ロ

ス
・
リ
オ
市
議
が
、
１
日
に

大
統
領
府
安
全
保
障
室
長
官

の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
エ
レ
ノ
氏

な
か
っ
た
が
、
メ
ル
コ
ス
ル
は

譲
歩
し
、
例
え
ば
、
中
国
か

ら
原
材
料
を
買
っ
て
作
っ
た

製
品
も
、
自
由
貿
易
協
定
の

枠
内
で
メ
ル
コ
ス
ル
に
売
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
関
税
免

除
対
象
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア

ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外
相
は
２
日
、

同
件
に
関
す
る
記
者
会
見
の

場
で
、「
合
意
を
承
認
す
る

準
備
の
出
来
て
い
る
国
は
一つ

も
な
い
」
と
語
っ
た
。
こ
れ

は
フ
ラ
ン
ス
政
府
広
報
官
が

「（
フ
ラ
ン
ス
は
）
合
意
を
承

認
す
る
準
備
が
出
来
て
い
な

い
」
と
発
言
し
た
こ
と
を
受

け
て
の
も
の
だ
。

　
こ
れ
は
、「
Ｅ
Ｕ
と
メ
ル
コ

ス
ル
は
大
枠
で
基
本
合
意
が

と
れ
た
段
階
で
、
細
部
で
は

関
税
削
減
期
限
Ｅ
Ｕ
よ
り
長
目

か
け
ら
れ
た
が
、
断
っ
た
と

い
う
人
物
が
い
る
。
そ
の
中

の
一
人
で
下
議
に
当
選
し
た

ア
レ
ー
・
シ
ウ
ヴ
ァ
氏
は
、

「
ア
ン
ト
ニ
オ
氏
か
ら
殺
す

と
脅
さ
れ
た
」
と
の
供
述
ま

で
行
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
金
融
活
動
管
理
審

議
会
（
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
）
も
ア
ン

ト
ニ
オ
氏
の
金
銭
の
流
れ

を
既
に
調
査
し
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
２
０
１
８
年

２
月
か
ら
１
９
年
１
月
に
か

け
て
１
９
６
万
レ
ア
ル
と
い

ロ
ベ
ル
ト
・
ソ
ア
レ
ス
、
ア

イ
サ
ン
デ
ル
・
デ
・
パ
ウ
ラ

の
３
容
疑
者
が
６
月
２
７
日

に
一
時
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

３
人
共
ア
ン
ト
ニ
オ
氏
に
近

い
人
物
で
、
ロ
ン
ド
ン
氏
は

観
光
省
で
の
右
腕
的
存
在
、

ア
イ
サ
ン
デ
ル
氏
は
ミ
ナ
ス

州
ヴ
ァ
ー
レ
・
デ
・
ア
ソ
地

区
支
部
長
だ
っ
た
。
ま
た
、

こ
れ
ら
３
人
は
ア
ン
ト
ニ
オ

氏
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
も

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
社

会
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
の
ミ

ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
支
部

が
昨
年
の
統
一
選
で
起
こ
し

た
と
さ
れ
る
、幽
霊
候
補（
ラ

ラ
ン
ジ
ャ
）
を
利
用
し
た
選

挙
割
当
金
の
不
正
横
領
疑
惑

に
関
し
、
連
邦
警
察
は
１

日
、
当
時
の
同
州
支
部
長
で

現
観
光
相
の
マ
ル
セ
ロ
・
ア

ル
ヴ
ァ
ロ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
氏

の
側
近
３
人
と
、
幽
霊
候
補

４
人
を
告
発
し
た
。
２
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
件
で
は
既
に
、
マ
テ

ウ
ス
・
ヴ
ォ
ン
・
ロ
ン
ド
ン
、

疑
惑
が
払
拭
で
き
な
い
観
光
相

緊
急
着
陸
機
か
ら
４
６
０
万
レ

大
統
領
は
解
任
に
消
極
的
だ
が

う
、
法
外
な
収
入
が
あ
っ
た

と
い
う
。

　

こ
う
し
た
事
か
ら
、
連
邦

政
府
内
で
は
ア
ン
ト
ニ
オ
氏

更
迭
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ

て
い
る
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
で
滞

在
中
だ
っ
た
日
本
か
ら
、
セ

ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
に
対
し

て
こ
の
件
に
つ
い
て
捜
査
す

る
よ
う
命
じ
、
少
な
く
と
も

１
日
ま
で
は
、「
ア
ン
ト
ニ

オ
氏
も
他
の
閣
僚
と
同
じ
立

場
」
と
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
大
統
領
府
広
報
担

当
の
オ
タ
ヴ
ィ
オ
・
レ
ゴ
氏

は
１
日
、「
大
統
領
に
は
す

ぐ
に
ア
ン
ト
ニ
オ
氏
を
解
任

す
る
意
向
は
な
い
」
と
発
表

し
た
。
３
人
の
容
疑
者
の
拘

留
期
間
は
１
日
で
切
れ
た
た

め
、
地
域
選
挙
裁
判
所
が
釈

放
を
承
認
。
２
日
に
は
職
場

に
復
帰
も
し
て
い
る
。

に
す
る
。

　

現
在
は
Ｅ
Ｕ
が
３
５
％

の
関
税
を
か
け
て
い
る
自

動
車
は
、
１
０
年
以
内
に

１
７
・
５
％
（
最
初
の
７
年

間
は
年
５
万
台
以
内
の
制
限

付
き
）
に
し
、
そ
の
後
５
年

以
内
に
関
税
ゼ
ロ
と
な
る
。

　

メ
ル
コ
ス
ル
加
盟
４
カ
国

（
伯
国
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ウ
ル
グ
ア
イ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
）

の
内
、
伯
国
は
多
く
の
製
品

部
門
で
最
大
の
生
産
者
で
あ

る
た
め
、
伯
国
が
今
回
の
合

意
の
最
大
の
受
益
者
だ
と
、

伯
国
政
府
関
係
者
は
認
識
し

て
い
る
。

　

メ
ル
コ
ス
ル
側
は
合
意
成

立
の
直
前
も
、
そ
の
他
の
部

門
の
輸
入
量
制
限
撤
廃
や
枠

拡
大
を
求
め
て
交
渉
を
継
続

し
た
。

アントニオ観光相
Valter Campanato/Ag Brasil

メ
ル
コ
ス
ル
加
盟
国
の
中
で
伯
国
が
最
大

の
受
益
者
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
参
考
画

像
・Arquivo/Agencia Brasil

）

南
米
側
は
原
産
地
関
連
で
譲
歩

各
国
の
立
場
の
違
い
も
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
声
明
を『
合

意
の
危
機
？
』
な
ど
と
、
大

げ
さ
に
捉
え
る
べ
き
で
は
な

い
。
伯
国
に
も
ま
だ
詰
め
た

い
部
分
が
あ
る
」
と
の
意
図

で
の
発
言
だ
。

を
批
判
し
た
。
そ
れ
は
、
先

週
起
き
た
、
大
統
領
予
備
機

内
で
の
３
９
キ
ロ
の
コ
カ
イ

ン
発
覚
事
件
に
関
し
て
の
も

の
だ
。
カ
ル
ロ
ス
氏
は
、
エ

レ
ー
ノ
氏
に
そ
の
責
任
が
あ

る
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
激
し

く
責
め
た
。
連
邦
政
府
で
は

こ
れ
ま
で
も
、
グ
ス
タ
ー

ヴ
ォ
・
ベ
ビ
ア
ー
ノ
氏
、
カ

ル
ロ
ス
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ド

ス
・
サ
ン
ト
ス
・
ク
ル
ス
氏

が
カ
ル
ロ
ス
氏
と
揉
め
て
解

任
さ
れ
て
い
る
。
エ
レ
ー
ノ

氏
は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が

い
つ
も
傍
に
い
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
最
重
要
閣
僚
の

ひ
と
り
。
大
丈
夫
か
？

　
　
　
　
　

◎

　

昨
日
付
で
報
じ
た
、
大
聖

市
圏
オ
ザ
ス
コ
の
ロ
ジ
ェ
リ

オ
・
リ
ン
ス
市
長
夫
妻
が
大

火
傷
を
負
う
原
因
に
な
っ
た

６
月
２
８
日
の
６
月
祭
で
の

焚
き
火
の
件
に
関
し
、
消
防

署
が
１
日
、
同
日
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
焚
き
火
を
行
う
許
可

は
申
請
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
発
表
し
た
。
許
可
さ
え
あ

れ
ば
、
消
防
署
の
指
導
も
受

け
ら
れ
、
不
慮
の
事
故
も
未

然
に
防
げ
て
い
た
は
ず
だ
。

同
市
政
が
主
催
す
る
市
職
員

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
、

正
規
の
手
続
き
を
踏
む
だ
け

の
配
慮
が
ほ
し
か
っ
た
？

　
　
　
　
　

◎

　

先
週
か
ら
比
較
的
温
暖
な

聖
市
だ
が
、
予
報
だ
と
、
こ

れ
は
長
続
き
は
せ
ず
、
週
末

に
は
寒
冷
前
線
と
そ
れ
に
伴

う
雨
が
予
想
さ
れ
、
か
な
り

寒
く
な
り
そ
う
だ
。
な
ん
で

も
、
週
末
は
一
気
に
冷
え
込

み
、
最
低
気
温
は
６
日
が
５

度
、
７
日
は
９
度
、
８
日
は

１
１
度
の
見
込
み
と
か
。
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
、「
日

本
祭
り
」
と
ち
ょ
う
ど
重
な

る
。
外
で
の
出
展
も
多
い
イ

ベ
ン
ト
だ
け
に
、
こ
の
寒
さ

は
ち
ょ
っ
と
こ
た
え
る
か
。

　

聖
市
役
所
は
１
日
、
市
内

に
約
４
万
５
千
人
い
る
と

さ
れ
る
路
上
行
商
人
（
カ
メ

ロ
ー
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
管
理

シ
ス
テ
ム
「
ト
・
レ
ガ
ル
」

を
導
入
す
る
と
発
表
し
た
。

１
、２
日
付
伯
字
各
紙
・
サ

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス

市
長
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
）
は
、「
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
市
内
の
人
通
り
の

多
い
場
所
で
行
わ
れ
て
い
る

行
商
行
為
の
合
法
性
、
透
明

性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

カ
メ
ロ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

は
既
に
あ
り
、
登
録
者
に
は

登
録
場
所
で
の
営
業
許
可
証

が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
管

理
が
よ
り
簡
素
化
さ
れ
、
許

可
証
の
発
行
も
早
く
な
る
と

市
は
説
明
し
て
い
る
。
市

長
は
「
市
内
に
は
４
万
５
千

〜
５
万
人
の
行
商
人
が
い
る

が
、
許
可
証
を
持
っ
て
い
る

カ
メ
ロ
ー
は
７
千
人
。
そ
れ

以
外
は
非
合
法
だ
。
ト
・
レ

ガ
ル
導
入
の
最
大
の
利
点

は
、
闇
経
済
を
撲
滅
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
」
と
語
っ
た
。
市

長
に
よ
る
と
、
従
来
は
最
大

１
３
０
日
か
か
っ
て
い
た
許

可
証
発
行
が
、
新
制
度
で
は

４
日
以
内
で
済
む
と
い
う
。

　

新
制
度
は
場
所
を
指
定
し

て
、
最
大
９
０
日
の
営
業
許

可
を
与
え
る
も
の
で
、
営
業

許
可
期
限
は
延
長
可
能
だ
。

　

行
商
人
は
サ
イ

トw
w
w
.to
le
g
a
l.

prefeitura.sp.gov.br

で
登
録
を
行
い
、
営
業
許
可

料
を
支
払
う
。
許
可
料
は
、

立
地
や
営
業
面
積
で
変
動

す
る
が
、
最
低
価
格
は
１
日

１
０
・
７
２
レ
ア
ル
／
平
米

だ
。

　

聖
市
区
役
所
統
括
局
の
ア

レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
モ
ド
ネ
ー

ジ
局
長
に
よ
れ
ば
、「
市
内

の
７
０
％
の
土
地
で
行
商
行

為
が
可
能
だ
」
と
い
う
。

　

ま
た
、
行
商
行
為
は
全
て

法
の
管
理
下
に
お
か
れ
、
非

合
法
商
品
や
違
法
コ
ピ
ー
商

品
の
取
り
扱
い
は
禁
止
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
違
反
の
取
り

締
ま
り
は
、
各
区
役
所
の
担

当
業
務
と
な
る
。

　

マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
ア

ウ
タ
・
フ
ロ
レ
ス
タ
市
の
空

港
で
、
６
月
３
０
日
に
緊

急
着
陸
し
た
小
型
機
か
ら

４
６
０
万
レ
ア
ル
以
上
が

入
っ
た
ト
ラ
ン
ク
が
見
つ
か

り
、
操
縦
し
て
い
た
イ
タ
リ

ア
人
が
逮
捕
さ
れ
た
と
同
日

な
ら
び
に
７
月
１
日
付
伯
字

紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
州
州
都
の
ク
イ
ア
バ

市
か
ら
約
８
０
０
キ
ロ
の

町
の
農
村
地
帯
に
あ
る
空

港
に
緊
急
着
陸
し
た
の
は
、

２
０
０
５
年
製
造
の
セ
ス
ナ

機
２
０
６
Ｔ
で
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ト
ゥ
リ
ジ
ア
ニ
と
呼

ば
れ
る
６
１
歳
の
イ
タ
リ
ア

人
が
操
縦
し
て
い
た
。

　

同
機
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
ソ
ロ

カ
バ
市
か
ら
、
パ
ラ
ー
州
イ

タ
イ
ツ
ー
バ
市
に
向
か
う
途

中
で
、
ゴ
イ
ア
ス
州
ジ
ャ
タ

イ
ー
市
で
給
油
し
た
際
、
機

体
に
問
題
が
あ
る
事
に
気
づ

い
た
。
だ
が
、
そ
の
ま
ま
次

の
給
油
地
の
ア
ウ
タ
・
フ
ロ
レ

ス
タ
に
向
か
い
、
緊
急
着
陸

と
な
っ
た
。
住
民
か
ら
「
小

型
機
が
墜
落
し
た
」
と
の
通

報
を
受
け
た
警
察
が
現
場
に

着
い
た
時
、
操
縦
士
は
タ
ク

シ
ー
に
乗
り
込
も
う
と
し
て

い
た
と
い
う
。

　

警
察
が
機
内
を
捜
査

し
た
と
こ
ろ
、
現
金
で
計

４
６
７
万
９
７
５
０
レ
ア
ル

が
入
っ
た
ト
ラ
ン
ク
６
個
が

発
見
さ
れ
、
操
縦
士
は
逮
捕

さ
れ
、
機
体
も
押
収
さ
れ
た
。

　

操
縦
士
の
弁
護
士
に
よ
る

と
、
現
金
は
ソ
ロ
カ
バ
市
の

企
業
家
で
エ
ア
ー
タ
ク
シ
ー

の
所
有
者
で
も
あ
る
人
物
か

ら
預
か
っ
た
も
の
で
、
イ
タ
イ

ツ
ー
バ
市
に
あ
る
企
業
か
ら

金
を
購
入
す
る
予
定
だ
っ
た

と
い
う
。

　

だ
が
、
操
縦
士
が
そ
の
供

述
の
中
で
、
大
金
の
出
所
を

証
明
出
来
な
か
っ
た
た
め
、

現
金
は
同
州
の
裁
判
所
の
口

座
に
振
り
込
ま
れ
た
。

　

警
察
に
よ
る
と
、
小
型
機

の
書
類
は
正
規
の
も
の
で
、

操
縦
士
に
対
す
る
告
発
な
ど

も
な
か
っ
た
た
め
、
操
縦
士

は
一
旦
、
釈
放
さ
れ
た
が
、

資
金
洗
浄
と
資
産
隠
匿
で
告

発
さ
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。

　

他
方
、
Ｇ
１
サ
イ
ト
に
よ

る
と
、
こ
の
操
縦
士
は
伯
国

に
約
３
０
年
住
ん
で
お
り
、

２
０
０
９
年
に
麻
薬
密
売
と

銃
の
不
法
所
持
で
有
罪
判
決

を
受
け
て
い
た
。
操
縦
士
は

こ
の
判
決
を
不
服
と
し
、
上

告
し
た
が
、
高
等
裁
は
上
告

を
棄
却
し
て
い
る
。

　

検
察
庁
に
よ
る
と
、
こ
の

操
縦
士
は
２
０
０
２
年
１
０

月
２
８
日
に
南
マ
ッ
ト
・
グ

ロ
ッ
ソ
州
カ
ン
ポ
・
グ
ラ
ン
デ

市
で
、
運
航
計
画
も
出
さ
ず

に
空
港
を
使
用
。
機
体
は
そ

の
後
放
置
さ
れ
、
機
内
か
ら

拳
銃
と
コ
カ
イ
ン
を
使
用
し

た
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
操
縦

士
は
事
件
の
１
カ
月
前
に
偽

造
文
書
も
使
っ
て
お
り
、
連

邦
裁
判
所
は
同
機
が
麻
薬
密

売
に
使
わ
れ
た
可
能
性
大
と

判
断
し
た
と
い
う
。

　

６
月
３
０
日
、
ウ
ル
グ
ア

イ
で
大
統
領
選
の
予
備
選
が

行
わ
れ
、
主
要
各
党
の
候
補

が
正
式
に
選
ば
れ
た
。
２
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
予
備
選
は
、
本
番
の

選
挙
を
約
４
カ
月
後
に
控
え

た
現
状
で
の
支
持
率
が
わ
か

る
た
め
、
今
後
の
展
開
に
も

重
要
な
意
味
を
持
つ
。
国
民

は
主
要
３
党
の
候
補
者
の
中

か
ら
、
各
党
の
支
持
候
補
１

人
ず
つ
と
、
支
持
政
党
一
つ

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

１
日
の
開
票
の
結
果
、
国

民
の
４
１
・
６
％
が
、
現
在

野
党
の
保
守
政
党
、
全
国
党

（
Ｐ
Ｎ
）
を
支
持
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

２
０
０
４
年
以
降
、
与

党
を
守
り
続
け
て
い
る
左

派
連
合
の
拡
大
戦
線
（
Ｆ

Ａ
）
支
持
者
は
２
３
％
で
、

中
道
政
党
の
コ
ロ
ラ
ド
党
は

１
６
・８
％
で
３
位
だ
っ
た
。

　

党
内
で
の
候
補
争
い
は
、

Ｐ
Ｎ
が
ル
イ
ス
・
ア
ル
ベ

ル
ト
・
ラ
カ
ジ
ェ
元
大
統

領
（
１
９
９
１
〜
９
５
年
）

の
息
子
ラ
カ
ジ
ェ
・
ポ
ウ
氏

（
４
４
）
が
、
話
題
と
な
っ

て
い
た
企
業
家
の
フ
ア
ン
・

サ
ル
ト
リ
氏
ら
を
押
さ
え
、

大
統
領
候
補
と
な
っ
た
。

　

工
業
、
農
業
の
不
振
に
よ

る
景
気
低
迷
で
苦
し
む
タ
バ

レ
大
統
領
（
Ｆ
Ａ
）
の
後
任

候
補
に
は
、
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ

元
大
統
領
が
推
薦
し
た
カ
ロ

リ
ナ
・
コ
ッ
セ
元
工
業
相
を

振
り
切
っ
た
、
元
モ
ン
テ
ビ

デ
オ
市
長
の
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ル

チ
ネ
ス
氏
（
６
２
）
が
選
ば

れ
た
。

　

コ
ロ
ラ
ド
党
で
は
、
経

済
学
者
の
エ
ル
ネ
ス
ト
・
タ

ル
ヴ
ィ
氏
（
６
２
）
が
、

２
０
０
４
年
以
来
の
大
統
領

返
り
咲
き
を
目
指
し
た
フ
リ

オ
・マ
リ
ア
・
サ
ン
ギ
ネ
ッ
テ
ィ

氏
（
８
３
）
を
破
り
、
候
補

と
な
っ
た
。

　

大
統
領
の
本
選
は
１
０
月

２
７
日
に
行
わ
れ
る
。

EUメルコスル貿易協定
　

伯
国
経
済
省
貿
易
局
長
の

ル
ー
カ
ス
・
フ
ェ
ラ
ス
氏
に
よ

る
と
、
Ｅ
Ｕ
側
と
メ
ル
コ
ス

ル
側
は
、
製
品
区
分
ご
と
に

関
税
引
き
下
げ
の
程
度
や
期

日
が
別
々
に
定
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

工
業
製
品
に
関
し
て
見
る

と
、
Ｅ
Ｕ
側
は
、
協
定
発
効

後
１
０
年
以
内
に
メ
ル
コ
ス

行
商
人
の
新
規
管
理
制
度
を
発
表

「
闇
経
済
終
わ
ら
せ
る
」と
市
長

前
歴
あ
る
イ
タ
リ
ア
人
操
縦
士

ＰＳＬラランジャ疑惑

連
警
が
関
連
の
７
人
を
起
訴
へ

（２）２０１９年 第５２７５号 ７月 ３日 （水曜日）

聖 市

大
統
領
選
の
予
備
選
行
わ
れ
る

注
目
の
３
大
政
党
候
補
は
？

ウルグアイ

ル
諸
国
か
ら
入
る
全

て
の
製
品
へ
の
関
税

を
ゼ
ロ
に
す
る
が
、

メ
ル
コ
ス
ル
側
は
最

初
の
１
０
年
間
で

７
２
％
を
関
税
ゼ
ロ

に
し
、
そ
の
後
の
５

年
間
で
そ
の
比
率
を

９
０
・
８
％
に
引
き

上
げ
る
。

　

農
業
製
品
で
は
、

Ｅ
Ｕ
が
１
０
年
以

内
に
８
１
・
８
％
の

製
品
の
関
税
を
ゼ

ロ
に
す
る
の
に
対

し
、
メ
ル
コ
ス
ル
は

６
７
・
４
％
を
ゼ
ロ



工
業
生
産
も
大
き
く
伸
び
る

か
ど
う
か
は
、
飼
料
や
食
品

と
し
て
の
需
要
を
上
回
っ

て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
内

供
給
が
拡
大
す
る
か
ど
う

か
、
そ
し
て
年
間
３
千
万
ト

ン
以
上
を
輸
出
す
る
道
が
開

け
る
か
ど
う
か
に
依
存
す

る
。

　

同
総
主
任
は
、
こ
う
し
た

数
字
の
算
出
に
当
た
っ
て
、

例
え
ば
、
サ
フ
リ
ー
ニ
ャ
に

関
し
て
、
現
在
の
作
付
面
積

が
、
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州

と
南
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ

州
、
パ
ラ
ナ
州
を
中
心
に
、

６
５
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
拡
大

す
る
こ
と
を
想
定
し
た
。

　

１
俵
（
６
０
キ
ロ
）
当
た

り
２
０
レ
ア
ル
の
単
価
が
つ

く
シ
ナ
リ
オ
の
場
合
、
作
付

面
積
の
拡
大
が
現
実
的
な
オ

プ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、「
こ
の

水
準
が
維
持
さ
れ
れ
ば
、
サ

フ
リ
ー
ニ
ャ
の
作
付
面
積
は

１
０
７
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
拡

大
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
地
理
統
計
資
料
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
と
中
央
銀
行
、
経
済
省
の
デ
ー
タ

か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
の
経
済
活
動
が
、
そ
の
他
の
地
域
と
比
較
し
て
活
発
な
こ

と
が
示
さ
れ
た
。

ミ
ー
ラ
氏
は
、
２
０
１
９
年

１
―
４
月
に
、
域
内
工
業

が
前
年
同
期
比
５
・
３
％
増

の
成
長
を
記
録
、
国
内
平
均

の
２
・
７
％
減
を
大
き
く
上

回
っ
た
と
話
す
。

　

こ
の
期
間
、
金
属
工
業

は
全
国
平
均
０
・
８
％
減

だ
っ
た
が
、
南
部
で
は
４
・

０
％
増
の
成
長
を
達
成
。

ほ
か
に
も
、
金
属
生
産
が

１
２
・
２
％
増
（
全
国
平
均

５
・
３
％
増
）、
機
械
・
設
備

生
産
が
１
４
・
５
％
増
（
同

１
・
６
％
増
）、
電
子
機
器
及

び
資
材
生
産
が
８
・
８
％
増

（
同
１
・
０
％
増
）
と
、
生
産

を
大
き
く
伸
ば
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
ま
で
の
過
去

１
２
カ
月
と
、
期
間
を
広
げ

て
見
て
も
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン

デ
・
ド
・
ス
ル
州
は
、
そ

の
前
の
期
と
比
較
し
て
５
・

５
％
増
の
成
長
を
記
録
し
て

お
り
、パ
ラ
ナ
州
も
３
・１
％

増
、
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州

輸
出
の
拡
大
が
後
押
し

作
付
面
積
が
拡
大
す
る
地
域

は
、
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州

と
パ
ラ
ナ
州
、ゴ
イ
ア
ス
州
、

ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
、

南
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
、
ロ
ン
ド
ニ

ア
州
、
連
邦
直
轄
区
に
ま
た

が
る
」
と
い
う
。

　

そ
の
上
で
、
ピ
ア
ウ
イ
州

南
部
と
マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
南
部

で
予
想
も
し
な
か
っ
た
ト
ウ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
部
総
主
任

が
、
６
月
１
８
日
に
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
内
で
開
か
れ
た
エ
タ

ノ
ー
ル
・
サ
ミ
ッ
ト
で
コ
メ

ン
ト
し
た
も
の
。
２
０
１
８

／
１
９
農
年
の
場
合
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
原
料
に
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
・
エ
タ
ノ
ー
ル
の

生
産
量
は
７
９
万
リ
ッ
ト
ル

だ
っ
た
。

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
原
料
に

し
た
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
タ

ノ
ー
ル
の
生
産
が
拡
大
す
る

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
原
料
に

し
た
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
タ

ノ
ー
ル
の
国
内
生
産
量
は
、

過
去
数
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
作
付
面
積
の
拡
大
や
、
サ

フ
リ
ー
ニ
ャ
（
裏
作
収
穫
）

の
拡
大
の
可
能
性
を
考
慮
す

る
と
、
１
５
０
億
リ
ッ
ト
ル

に
達
す
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
い
う
。

　

こ
れ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
農
畜

産
研
究
公
社（
エ
ン
ブ
ラ
パ
）

の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
プ
ル
シ
ノ
・

年
間
１
５
０
億
Ｌ
も
可
能
と
も

な
恩
恵
を
受
け
る
傾
向
に
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
３
州

（
パ
ラ
ナ
州
と
サ
ン
タ
カ
タ

リ
ー
ナ
州
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン

デ
・
ド
・
ス
ル
州
）
の
デ
ー

タ
を
補
強
し
て
分
析
し
た
カ

エンブラパのアントニオ・プル
シノ・トウモロコシ部総主任

テンデンシアス・コンスルトリアのエコ
ノミスト、カミーラ・サイトウ氏

中
国
製
品
縮
小
も
影
響
す
る

め
る
一
方
で
、ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ

ラ
イ
ス
州
ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ

で
発
生
し
た
鉱
滓
ダ
ム
の
決

壊
事
故
に
伴
っ
て
、
バ
ー
レ

が
供
給
量
を
削
減
し
て
い
る

の
に
加
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
発
生
し
た
サ
イ
ク
ロ
ン

の
影
響
で
、
同
国
で
資
源
会

社
が
操
業
を
停
止
し
た
こ
と

が
原
因
だ
。

　

た
だ
し
、
今
後
数
カ
月
に

わ
た
っ
て
こ
の
傾
向
が
続
く

か
ど
う
か
は
、
不
透
明
な
状

況
だ
。

南部
　

こ
の
現
象
は
、
工
業
製
品

お
よ
び
食
肉
、
紙
パ
ル
プ
、

た
ば
こ
の
輸
出
拡
大
が
後
押

し
し
て
い
る
。
さ
ら
に
輸
出

の
拡
大
に
は
、
二
つ
の
要
因

が
貢
献
し
て
い
る
。そ
れ
は
、

外
国
為
替
相
場
に
お
け
る
ド

ル
高
レ
ア
ル
安
に
伴
っ
て
ブ

ラ
ジ
ル
製
品
が
ド
ル
建
て
で

値
下
が
り
し
て
輸
出
品
の
競

争
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
、
こ
の
地
域
の
工
業
生

産
が
持
つ
底
力
だ
。

　

テ
ン
デ
ン
シ
ア
ス
・
コ
ン

トウモロコシ

Ｂ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
大
き
な
可
能
性

業
で
も
同
様
に
１
・
２
％
減

を
記
録
し
た
。
農
業
は
逆
に

０
・
４
％
増
で
生
産
性
が
拡

大
し
た
が
、
２
０
１
８
年

第
４
四
半
期
と
の
比
較
で
は

２
・
８
％
減
と
、
大
き
な
落

ち
込
み
だ
っ
た
。

　

い
ず
れ
も
、
ゼ
ツ
リ
オ
・

バ
ル
ガ
ス
財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）

の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
フ
ェ
ル

ナ
ン
ド
・
ヴ
ェ
ロ
ー
ゾ
氏
と

１-４月に国内平均上回る成長
（３） ２０１９年第５２７５号  ７月 ３日 （水曜日）

ジ
ー
の
比
率
が
拡
大
、
全
体

５
８
％
を
占
め
た
。
ブ
ラ
ジ

ル
に
お
け
る
砂
糖
、
及
び
バ

イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
の
取

り
扱
い
に
よ
る
純
収
入
が
残

り
４
２
％
だ
。

　

同
社
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ベ

ル
ト
・
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
会
長

に
よ
る
と
、今
回
の
業
績
は
、

同
社
の
営
業
の
柔
軟
化
が
好

影
響
を
も
た
ら
し
た
結
果
だ

と
い
う
。
特
に
、
物
流
面
で

同
社
の
取
り
組
み
が
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
。
例
え
ば
サ

ン
ト
ス
港
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

中
西
部
で
の
砂
糖
生
産
の
縮

小
を
、
穀
物
の
取
り
扱
い
拡

大
で
補
い
、
稼
働
率
の
低
下

を
回
避
し
た
。

　

２
０
１
８
／
１
９
農
年
に

国
内
で
販
売
し
た
砂
糖
は
１ 

７
０
万
ト
ン
で
、
前
農
年
比

６
・
２
％
増
。
た
だ
し
、
輸

出
は
ほ
ぼ
２
８
％
も
減
少
し

て
お
り
、
前
農
年
比
１
３
％

減
の
３
８
０
万
ト
ン
の
砂
糖

を
製
造
し
た
コ
ー
ペ
ル
ス
ー

カ
ル
に
取
り
、
国
内
販
売
の

増
加
だ
け
で
は
輸
出
の
落
ち

込
み
を
補
い
き
れ
な
か
っ
た

と
い
う
。

　

エ
タ
ノ
ー
ル
の
総
販
売
量

は
４
８
億
リ
ッ
ト
ル
で
、
前

農
年
比
１
１
・
６
％
増
。
こ

農
業
融
資
を
提
供
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。こ
れ
は
、

２
０
１
８
／
１
９
農
年
の
農

業
融
資
と
同
規
模
。
新
し
い

収
穫
計
画
は
、
７
月
１
日
か

　

５
年
前
の
状
況
が
再
来

し
、
鉄
鉱
石
相
場
は
２
０
１ 

９
年
の
年
明
け
以
降
、
す
で

に
６
０
・
８
％
の
値
上
が
り

を
記
録
し
て
い
る
。

　

こ
の
値
上
が
り
は
、
中
国

が
記
録
的
な
鋼
材
生
産
を
進

サライヴァが民事
再生計画変更

大手出版社は経営陣退陣要求

シ
ル
ビ
ア
・
マ
ッ
ト
ス
氏
、

パ
ウ
ロ
・
ペ
ル
シ
ェ
ッ
チ
氏

が
共
同
で
算
出
し
た
。

　
「
前
年
同
期
と
比
較
す
る

と
、
第
１
四
半
期
は
生
産
性

以
上
に
労
働
時
間
が
増
大
し

た
。
こ
れ
ら
は
生
産
性
が
低

い
労
働
時
間
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
」
と
ヴ
ェ
ロ
ー
ゾ
氏

は
指
摘
し
た
。

　

同
氏
は
、
中
で
も
サ
ー
ビ

ス
業
の
実
績
が
低
迷
し
た
こ

と
に
注
目
し
て
い
る
。
経
済

的
な
労
働
時
間
の
７
０
％
が

集
中
す
る
こ
の
業
種
は
、
労

働
生
産
性
を
高
め
る
上
で
極

め
て
重
要
な
位
置
を
占
め

る
。第
１
四
半
期
に
１
・２
％

減
を
記
録
し
た
こ
と
で
、
こ

の
業
種
の
労
働
生
産
性
は
、

２
０
四
半
期
連
続
で
前
年
同

期
比
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
た

形
だ
。

　

ヴ
ェ
ロ
ー
ゾ
氏
は
さ
ら

に
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
加
え

て
、
工
業
で
重
要
な
位
置
を

占
め
る
土
木
建
築
業
で
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
（
非
正
規
）
雇

用
が
増
加
し
た
こ
と
が
、
労

働
生
産
性
の
悪
化
に
影
響
し

　

複
数
の
ア
ナ
リ
ス
ト
が
、

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
に
つ
い

て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
だ
と
受
け
止

め
て
い
る
も
の
の
、
中
国
国

内
に
お
け
る
鋼
材
生
産
が
縮

小
す
る
時
期
を
通
じ
、
鉄
鉱

石
相
場
が
勢
い
を
保
ち
続
け

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
明

確
で
は
な
い
。

　

加
え
て
、
鉄
鉱
石
相
場
が

値
上
が
り
し
て
い
る
こ
と
で

鉄
鋼
会
社
の
マ
ー
ジ
ン
は
縮

小
し
て
お
り
、
中
国
国
内
で

労
働
生
産
性
が
１
Ｑ
に
低
下

労
働
時
間
は
増
大
傾
向
に

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

２
０
２
３
年
ま
で
に
予
定

さ
れ
る
計
画
の
う
ち
、
４
億

レ
ア
ル
か
ら
５
億
レ
ア
ル
が

年
内
の
投
資
と
な
る
。

　

２
０
１
９
年
第
１
四
半
期

（
１
―
３
月
期
）
決
算
で
示

し
た
４
５
億
レ
ア
ル
に
上
乗

せ
す
る
形
と
な
る
。

　

さ
ら
に
バ
ー
レ
は
、
そ
の

他
の
義
務
、
及
び
環
境
面
を

含
む
補
償
に
関
し
て
も
検
討

中
と
し
て
お
り
、
２
０
１
９

年
第
２
四
半
期
決
算
に
お
い

て
、
引
当
金
と
し
て
、
す
で

に
発
表
し
た
金
額
と
合
わ
せ

て
表
示
す
る
こ
と
を
明
ら
か

　

バ
ー
レ
が
６
月
２
６
日
、

鉱
滓
ダ
ム
の
決
壊
事
故
を
起

こ
し
た
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ

ス
州
ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
の
工

事
に
関
連
し
て
、
２
０
２
３

年
ま
で
に
、
１
８
億
レ
ア
ル

を
投
資
す
る
と
発
表
し
た
。

１
月
２
５
日
に
発
生
し
た
こ

の
事
故
で
は
、
２
０
０
人
以

上
が
死
亡
し
て
い
る
。

　

バ
ー
レ
の
工
事
は
、
コ
レ

ゴ
・
ド
・
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ン
鉱

山
に
関
連
し
た
、
残
り
の
鉱

滓
ダ
ム
に
対
し
て
の
構
造
上

の
安
全
性
の
強
化
と
、
決
壊

し
た
Ｂ
１
鉱
滓
ダ
ム
の
残
り

の
構
造
物
の
安
定
性
の
強
化

モ
ロ
コ
シ
の
作
付
面
積
の
拡

大
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
も
言
及
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
地
域

で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
価
格

が
高
く
、
こ
こ
で
栽
培
さ
れ

た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
、
バ

イ
オ
マ
ス
・
エ
タ
ノ
ー
ル
を

製
造
す
る
に
は
コ
ス
ト
の
問

題
が
あ
る
と
い
う
。

　
　
（
６
月
１
９
日
付
掲
載
）

　

大
統
領
府
は
６
月
１
８

日
、
２
０
１
９
／
２
０
農
年

収
穫
計
画
を
発
表
。
農
業
法

人
及
び
家
族
営
農
者
に
対

し
、
２
２
２
７
億
レ
ア
ル
の

次
農
年
の
農
業
融
資
は
２
２
２
７
億
レ

今
期
と
ほ
ぼ
変
わ
り
な
く

　

世
界
最
大
の
砂
糖
販
売
会

社
、コ
ー
ペ
ル
ス
ー
カ
ル
が
、

砂
糖
の
国
際
相
場
の
下
落
や

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
ス
ト
、

ブ
ラ
ジ
ル
経
済
の
低
迷
と

い
っ
た
逆
境
を
は
ね
の
け
、

２
０
１
８
／
１
９
農
年
に
、

前
農
年
比
２
０
・
６
％
増
と

な
る
１
億
７
７
５
０
万
レ
ア

ル
の
純
利
益
を
計
上
し
た
。

　

純
収
入
は
前
農
年
を
や
や

上
回
り
、
過
去
最
高
額
の

２
８
７
億
レ
ア
ル
。
こ
の
純

収
入
の
中
で
は
、
同
社
が
資

本
参
加
し
、
ア
メ
リ
カ
市

場
で
最
大
の
エ
タ
ノ
ー
ル
販

売
会
社
で
あ
る
エ
コ
・
エ
ナ

に
し
た
。

　

同
社
は
ほ
か
に
も
、
ブ
ル

マ
ジ
ー
ニ
ョ
市
一
帯
に
流
出

し
た
鉱
滓
を
取
り
除
く
作
業

を
進
め
る
。
流
出
し
た
鉱
滓

は
、
鉱
滓
ダ
ム
が
あ
っ
た
場

所
か
ら
、
お
よ
そ
１
０
キ
ロ

に
わ
た
る
地
域
に
集
中
的
に

流
出
、
堆
積
し
て
い
る
と
い

う
。

　

推
定
で
、
６
０
０
〜
７
０ 

０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て

い
る
。
事
故
の
発
生
以
来
、

同
社
は
５
５
万
立
方
メ
ー
ト

ル
の
鉱
滓
を
取
り
除
い
て
い

る
。（
６
月
２
７
日
付
掲
載
）

の
う
ち
４
１
億
リ
ッ
ト
ル
を

国
内
市
場
に
供
給
し
た
。

の
鉄
鋼
生
産
量
の
削
減
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
米
中
貿
易
戦

争
は
、
依
然
と
し
て
停
戦
合

意
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

状
況
を
不
透
明
に
す
る

こ
う
し
た
要
因
が
、
６
月

２
１
日
の
取
引
に
影
響
し

た
が
、
相
場
は
引
き
続
き
、

２
０
１
４
年
４
月
に
記
録
し

た
過
去
最
高
値
ま
で
復
帰

し
、
ト
ン
当
た
り
１
１
５
ド

ル
以
上
で
推
移
し
て
い
る
。

　

フ
ァ
ス
ト
マ
ー
ケ
ッ
ツ
Ｍ

Ｂ
に
よ
る
と
、
中
国
青
島
港

に
お
け
る
鉄
含
有
量
６
２
％

の
鉄
鉱
石
の
ス
ポ
ッ
ト
相
場

は
、２
１
日
に
０
・２
％
、０
・

２
７
ド
ル
値
下
が
り
し
て

１
１
６
・
９
８
ド
ル
で
取
引

を
終
え
た
。

　

１
１
７
・
１
６
ド
ル
を
記

録
し
た
２
０
１
４
年
４
月
１ 

７
日
以
来
の
高
値
で
あ
り
、

６
月
だ
け
を
見
て
も
１
５
％

の
値
上
が
り
、
年
明
け
か
ら

で
は
６
１
％
の
値
上
が
り
と

な
る
。

　
　
（
６
月
２
４
日
付
掲
載
）

た
、と
い
う
考
え
も
示
し
た
。

　

不
況
に
よ
っ
て
、
正
規
雇

用
に
比
べ
て
生
産
性
が
低

い
、
非
正
規
雇
用
が
雇
用
を

拡
大
し
、
労
働
時
間
を
拡
大

し
た
。

　
「
こ
う
し
た
企
業
は
規
模

も
大
き
く
な
く
、
物
理
的
な

資
本
が
相
対
的
に
小
さ
く
、

従
業
員
の
学
歴
も
相
対
的
に

低
く
、
使
用
す
る
技
術
も
そ

れ
ほ
ど
先
進
的
で
は
な
い
」

と
い
う
。

　
　
（
６
月
１
９
日
付
掲
載
）

ら
実
施
さ
れ
る
。

　

全
体
の
う
ち
、
収
穫
計
画

で
は
営
農
及
び
農
作
物
の
流

通
、
農
業
生
産
の
工
業
化
の

た
め
の
融
資
に
１
６
９
３
億

レ
ア
ル
を
割
り
当
て
る
。
さ

ら
に
５
３
４
億
レ
ア
ル
は
、

農
業
分
野
の
投
資
に
対
す
る

融
資
と
す
る
。

　

大
規
模
な
農
業
生
産
者
に

対
す
る
農
業
融
資
の
金
利
は

年
利
８
％
で
、
２
０
１
８
／

１
９
農
年
の
７
％
か
ら
引
き

上
げ
る
。
中
堅
の
生
産
者
に

対
し
て
は
前
年
同
様
に
年
利

６
％
、
小
規
模
な
生
産
者
に

は
前
農
年
の
年
利
３
・
０
％

か
ら
同
４
・
６
％
に
引
き
上

げ
る
。
ま
た
、
投
資
に
対
す

る
融
資
で
は
、年
利
３
・０
％

か
ら
同
１
０
・
５
％
の
範
囲

で
変
動
す
る
。

　

２
０
１
９
／
２
０
農
年
の

収
穫
計
画
で
は
、
家
族
営

農
者
向
け
の
国
家
家
族
営

農
強
化
計
画
（
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｆ
）
に
３
１
２
億
レ
ア

ル
、
農
業
保
険
の
補
助
金
と

し
て
１
０
億
レ
ア
ル
、
国
家

中
堅
農
業
事
業
者
強
化
計

画
（
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｐ
）
に

２
３
７
億
レ
ア
ル
、
大
規
模

農
業
事
業
者
へ
の
融
資
に

５
０
７
億
レ
ア
ル
、
無
金
利

融
資
資
金
に
６
９
１
億
レ
ア

ル
、
農
業
信
用
手
形
（
Ｌ
Ｃ

Ａ
）
に
５
５
０
億
レ
ア
ル
を

割
り
当
て
る
。

　
　
（
６
月
１
８
日
付
掲
載
）

ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
補
強
工
事
に
投
資

２
３
年
ま
で
に
１
８
億
レ
ア
ル

バーレ

で
も
同
様
に
２
・
８
％
増
と
、

国
内
工
業
の
平
均
で
あ
る

１
・１
％
増
を
上
回
っ
た
。

　

経
済
省
貿
易
局
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ

Ｅ
Ｘ
）
に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ジ

ル
南
部
が
５
月
ま
で
に
周

辺
国
に
輸
出
し
た
工
業
製
品

は
、
中
国
製
品
が
縮
小
す
る

中
で
拡
大
し
て
い
る
。
構
造

的
に
失
業
率
が
小
さ
い
こ

と
、
労
働
者
の
所
得
が
比
較

　

書
店
チ
ェ
ー
ン
を
展
開
す

る
サ
ラ
イ
ヴ
ァ
が
、
民
事
再

生
計
画
の
変
更
に
向
け
て
債

権
者
と
の
協
議
に
挑
む
。

　

バ
ロ
ー
ル
紙
が
６
月
２
５

日
に
入
手
し
た
情
報
に
基
づ

く
と
、
負
債
の
償
還
期
間
と

負
債
の
転
換
条
件
の
変
更
を

求
め
る
模
様
だ
。

　

双
方
が
合
意
に
至
ら
ず
、

１
８
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

２
回
目
の
債
権
者
会
議
は
中

止
さ
れ
た
。
現
在
の
民
事
再

生
計
画
が
拒
否
さ
れ
る
と
み

ら
れ
る
こ
と
で
、
同
社
の
弁

護
士
は
、
大
手
出
版
社
と
の

事
前
協
議
の
後
、
裁
判
所
が

同
社
の
破
産
を
宣
告
す
る
の

を
回
避
す
る
た
め
に
、
債
権

者
会
議
の
開
催
を
中
止
す
る

判
断
を
下
し
た
。

　

６
月
第
６
週
に
は
、
合
意

に
向
け
た
協
議
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　

だ
が
、
セ
ス
タ
ン
テ
と
エ

ジ
オ
ウ
ロ
を
含
む
、
国
内
大

手
出
版
社
１
７
社
の
グ
ル
ー

プ
は
、
サ
ラ
イ
ヴ
ァ
書
店
の

現
経
営
陣
の
退
陣
を
要
求
し

て
い
る
。

　

既
に
サ
ラ
イ
ヴ
ァ
書
店
側

に
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
現
時
点
で
同
社
は
こ
の

要
求
を
拒
否
し
て
い
る
。

　

サ
ラ
イ
ヴ
ァ
書
店
は
２
０ 

１
８
年
１
１
月
に
民
事
再
生

を
申
請
し
て
お
り
、
負
債
額

は
６
億
７
５
０
０
万
レ
ア
ル

に
達
し
て
い
る
。

　
　
（
６
月
２
５
日
付
掲
載
）

的
大
き
い
こ
と
も
、
ブ
ラ
ジ

ル
南
部
の
回
復
を
加
速
さ
せ

て
い
る
一
因
で
も
あ
る
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
が
計
測
す
る
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
先
行
指
数
と
位
置
付

け
ら
れ
る
、
中
央
銀
行
経
済

活
動
指
数（
Ｉ
Ｂ
Ｃ
―
Ｂ
Ｒ
）

で
見
て
も
。
ブ
ラ
ジ
ル
南
部

は
、
４
月
ま
で
の
１
２
カ
月

間
で
２
・
５
％
増
で
、
全
国

平
均
の
０
・
７
２
％
増
を
大

き
く
引
き
離
し
て
成
長
し
て
い
る
。

コ
ー
ペ
ル
ス
ー
カ
ル
が
純
利
益

様
々
な
逆
境
に
も
負
け
ず

鉄
鉱
石
相
場
が
６
０
％
超
の
値
上

中
国
の
鋼
材
生
産
好
調
な
ど
原
因

ス
ル
ト
リ
ア
の
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
、
カ
ミ
ー
ラ
・
サ
イ
ト
ウ

氏
は
、「
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
は

他
地
域
よ
り
も
外
国
市
場
に

さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
レ
ア
ル

安
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き

　
　
（
６
月
２
４
日
付
掲
載
）

１
％
減
を
記
録
し
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、
サ
ー

ビ
ス
業
が
１
・
２
％
減
、
工

　

２
０
１
９
年
第
１
四
半
期

（
１
―
３
月
期
）
の
労
働
生

産
性
が
、
前
年
同
期
比
１
・

　
　
（
６
月
１
８
日
付
掲
載
）
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サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
柿
木
ネ
ウ
ザ
幸
江

カ
サ
カ
サ
の
祖
父
の
手
と
行
く
移
民
祭

移
民
の
日
祖
父
の
思
い
で
ば
か
り
あ
り

イ
ビ
ウ
ナ
の
ジ
ュ
ニ
ナ
祭
に
は
餅
も
あ
り

◎
祖
父
と
の
思
い
出
は
数
限
り
な
く
あ
る
は
ず
で
す
が
、

そ
の
中
で
も
祖
父
の
ガ
サ
ガ
サ
の
手
が
、
幼
い
作
者
の
手

を
し
っ
か
り
と
握
り
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
移
民
祭
。
幼

い
胸
を
う
れ
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
く
れ
た
日
の
祖
父
の

カ
サ
カ
サ
の
手
の
感
触
が
、
幾
十
年
経
っ
た
今
も
鮮
や
か

に
蘇
る
と
詠
い
、
祖
父
追
慕
の
優
品
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
人
達
の
苦
労
も
、
三
世
が
詠
む
こ
の
一
句
に
多
少
な

り
と
も
慰
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
は
れ
ま
す
。

　
一
一
一
年
過
ぎ
た
今
、『
移
民
の
日
』
と
い
う
ブ
ラ
ジ
ル

季
題
も
す
で
に
言
霊
を
宿
し
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

　
『
カ
サ
カ
サ
』
の
思
い
出
の
手
の
密
度
を
持
っ
た
、
う
れ

し
い
作
品
で
し
た
。

　
　
　
シ
ド
ニ
ー　
　
　
　
　
　

矢
崎　
　

愛

眠
り
つ
く
子
の
手
を
ほ
ど
き
出
る
布
団

一
句
読
む
間
に
子
は
眠
り
冬
の
夜

父
母
の
も
と
去
り
国
を
去
り
移
民
の
日

◎
母
親
が
見
詰
め
て
い
る
子
の
寝
顔
が
、
瞭
ら
か
に
浮
ぶ

写
実
の
一
句
で
す
。

　

誰
れ
で
も
が
覚
え
て
い
る
幼
い
柔
ら
か
な
吾
子
の
手
を

起
さ
な
い
様
に
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
解
き
、
布
団
を
出
た

と
詠
っ
て
い
る
の
で
す
。『
ほ
ど
き
』
の
一
語
が
絶
妙
。

　

異
郷
で
の
母
と
子
の
世
界
を
詠
う
無
垢
な
詩
心
に
、
い

つ
も
乍
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
『
布
団
』
と
い
う
季
語
の
大
き
さ
、
暖
か
さ
が
心
に
よ

せ
て
来
る
愉
し
い
作
品
で
し
た
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

広
瀬　

芳
山

父
日
焼
け
息
子
ま
っ
白
移
民
の
日

枯
芝
に
寝
転
び
て
聞
く
シ
ョ
ー
ロ
か
な

移
民
祭
歌
が
守
り
継
ぐ
文
化
の
根

◎
真
っ
黒
に
日
焼
の
父
と
真
っ
白
な
息
子
、
こ
の
的
確
な

表
現
で
親
子
の
関
係
が
見
え
て
く
る
処
が
面
白
い
一
句
で

す
。
こ
の
俳
句
が
持
つ
親
子
の
世
界
は
移
民
の
社
会
に
色

濃
く
、
捨
石
と
な
っ
て
働
い
た
日
焼
し
た
親
は
〝
真
っ
白

の
息
子
〟
が
誇
り
な
の
で
す
。
白
だ
け
で
な
く
、『
真
っ
白
』

と
詠
っ
た
処
が
こ
の
句
の
手
柄
。
父
親
の
心
が
伝
は
っ
て

来
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
思
い
の
深
い
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
マ
ナ
ウ
ス　
　
　
　
　
　

東　
　

比
呂

大
根
買
う
一
本
づ
つ
に
あ
る
値
段

梟
の
鳴
い
て
山
家
は
灯
を
お
と
す

大
根
の
太
さ
揃
え
て
漬
け
に
け
り

◎
少
し
前
ま
で
は
、
マ
ナ
ウ
ス
の
お
土
産
は
大
根
が
喜
ば

れ
る
等
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
で
は
マ
ナ
ウ
ス
に
も

お
店
で
売
っ
て
い
る
様
子
。
入
荷
し
た
大
根
の
白
い
肌
に

一
本
一
本
値
段
が
は
ら
れ
て
い
て
、
何
々
俳
諧
味
の
あ
る

一
句
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
篤
農
家
の
努
力
で
、

何
の
不
自
由
も
な
い
日
々
で
し
た
が
、
和
食
事
情
も
消
費

者
も
生
産
者
も
老
い
て
行
く
中
で
変
っ
て
行
く
事
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
し
た
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

児
玉　

和
代

急
が
ず
と
言
へ
ど
短
日
別
れ
時

常
緑
の
影
柔
ら
か
き
冬
木
立

夜
の
床
足
よ
り
冷
え
の
這
い
上
り

◎
急
が
な
い
と
言
っ
て
久
々
の
お
し
ゃ
べ
り
の
時
間
を
楽
し

ん
で
い
た
の
で
す
が
、
い
く
ば
く
も
な
く
短
日
の
日
は
暮

れ
は
じ
め
、
夜
寒
の
空
を
見
上
げ
乍
ら
又
会
う
約
束
を
し

（1030）

小
斎
棹
子 

選

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
へ
帰
っ
て
行
く
一
句
で
す
。

　

下
五
の
『
別
れ
時
』
が
よ
く
生
き
ま
し
た
。
二
人
の
年

齢
も
感
じ
ら
れ
、
ひ
と
ご
こ
ろ
の
や
さ
し
さ
と
、
そ
こ
は

か
と
な
い
愁
が
に
じ
む
作
品
で
し
た
。

　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア 　
　
　
　
　

須
賀
吐
句
志

懐
手
し
て
の
指
図
は
効
果
薄

人
生
の
寒
夕
焼
け
を
し
み
じ
み
と

み
の
虫
や
世
間
に
疎
く
住
む
二
人

◎
息
子
の
時
代
と
な
っ
た
事
を
し
み
じ
み
と
表
現
し
て
い

る
一
句
で
す
。
自
分
が
先
頭
に
立
っ
て
い
た
頃
は
き
び
き
び

と
働
い
て
く
れ
た
人
々
も
、
懐
手
を
し
な
が
ら
の
指
図
で

は
、
の
ろ
の
ろ
と
し
か
動
い
て
く
れ
な
く
な
っ
た
事
を
『
効

果
薄
』
と
表
現
し
て
、
俳
諧
味
充
分
な
ほ
ほ
え
ま
し
い
作

品
に
な
り
ま
し
た
。
老
い
た
自
分
の
座
を
的
確
に
把
握
し

た
佳
詠
で
す
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

湯
田
南
山
子

大
聖
市
群
れ
立
つ
ビ
ル
に
い
わ
し
雲

隣
り
ま
で
冬
の
来
て
居
る
暑
さ
か
な

即
位
の
礼
た
た
え
て
咲
く
や
御
所
桜

　
　
　
グ
ァ
タ
パ
ラ 　
　
　
　
　

田
中　

独
行

健
康
の
日
額
の
十
訓
書
き
直
す

道
塞
ぎ
ズ
ボ
ン
を
濡
ら
す
穂
草
か
な

カ
ピ
バ
ラ
の
糞
浮
い
て
お
り
池
の
水

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

西
谷　

律
子

笑
ふ
児
も
泣
く
児
も
可
愛
い
ジ
ュ
ニ
ナ
祭

サ
ー
ビ
ス
と
出
さ
れ
し
根
深
汁
う
ま
し

消
え
て
ゆ
く
日
本
語
愁
ひ
移
民
の
日

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　
西
山
ひ
ろ
子

五
十
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
無
き
恋
人
の
日

冬
な
れ
ど
さ
ま
ざ
ま
な
服
行
き
交
い
ぬ

快
晴
と
な
り
て
も
寒
き
屋
内
か
な

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　
原　
は
る
江

支
え
合
ひ
生
き
来
し
人
生
冬
温
し

五
月
花
皆
な
「
お
じ
ぎ
」
し
て
迎
ひ
呉
れ

連
合
い
て
六
十
九
年
目
愛
人
の
日

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

平
間　

浩
二

移
住
祭
回
顧
話
に
国
訛
り

終
戦
の
虚
実
交
々
移
民
の
日

ク
ラ
ス
会
寒
紅
引
い
て
訪
日
す

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　
山
田
か
お
る

支
え
ら
れ
冬
幾
度
ぞ
九
十
四
才

パ
チ
パ
チ
と
燃
え
る
焚
火
に
児
ら
歓
声

恋
人
の
日
若
き
日
の
亡
夫
偲
ば
る
る

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

三
宅　

珠
美

不
意
の
客
何
は
と
も
あ
れ
根
深
汁

急
ぐ
こ
と
無
き
余
生
を
着
ぶ
く
れ
て

移
住
祭
父
母
の
決
断
尊
し
や

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　
日
野　
　

隆

言
い
た
き
こ
と
胸
に
し
ま
っ
て
冬
の
旅

移
住
祭
自
己
の
原
点
見
な
を
す
日

冬
温
し
老
母
を
連
れ
て
散
歩
道

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

玉
田
千
代
美

わ
れ
も
老
い
家
も
古
び
て
隙
間
風

ひ
と
り
と
は
淋
し
き
自
由
日
向
ぼ
こ

感
動
の
令
和
の
年
の
移
民
祭

　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア 　
　
　
　
　

岩
本　

洋
子

冬
の
雷
夜
中
に
聞
け
ば
尚
寂
し

寒
波
来
る
古
い
毛
糸
出
し
て
見
る

ケ
ン
ト
ン
を
も
ら
っ
て
す
ぐ
に
寝
ま
り
け
り

　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア 　
　
　
　
　

鹿
島　

和
江

田
舎
料
理
材
料
全
て
マ
ン
ジ
ョ
ー
カ

冬
日
和
畠
仕
事
も
苦
に
な
ら
ず

冬
日
和
孫
に
誘
わ
れ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア 　
　
　
　
　

作
野　

敏
子

パ
モ
ン
ニ
ャ
を
み
ん
な
で
作
り
大
家
族

寒
雀
親
仔
で
犬
の
餌
食
べ
に

思
い
出
の
多
い
シ
チ
オ
や
隙
間
風

　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア 　
　
　
　
　

佐
々
木
友
栄

夕
空
を
編
隊
く
ん
で
渡
り
鳥

夜
な
べ
し
て
ア
ー
リ
ョ
編
み
せ
し
頃
偲
ぶ

季
の
流
れ
泰
然
と
し
て
山
眠
る

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ  　
　
　
　
　

大
野　
一
歩

爪
の
中
蜜
柑
の
か
ほ
り
残
り
け
り

口
数
の
少
な
き
息
子
寒
卵

ジ
ュ
ニ
ナ
祭
ヒ
ゲ
は
い
や
だ
と
ベ
ソ
か
く
子

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ  　
　
　
　
　

久
保　
一
光

ど
の
顔
も
移
民
老
い
た
り
移
民
祭

手
も
顔
も
赤
く
な
り
け
り
妻
の
冬

ケ
ン
ト
ン
の
列
の
交
互
の
白
い
息

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

吉
村　

妙
子

誰
れ
に
似
て
見
上
げ
る
孫
や
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
祭

す
ず
な
り
の
里
の
蜜
柑
や
遠
か
り
し

移
民
祭
近
づ
き
稽
古
熱
心
に

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

宮
川　

信
之

突
き
返
す
ゴ
ム
の
ほ
っ
ぺ
た
寒
卵

ケ
ン
ト
ン
を
片
手
に
ビ
ン
ゴ
熱
く
な
る

蜜
柑
箱
肩
で
持
ち
上
ぐ
フ
ェ
イ
ラ
ン
テ

　
　
　
マ
ナ
ウ
ス　
　
　
　
　
　

宿
利　

嵐
舟

矛
の
道
尚
極
め
ん
と
木
の
葉
髪

吠
え
犬
に
大
根
か
ざ
し
身
構
る

梟
鳴
く
怪
し
き
森
の
湿
り
道

　
　
　
マ
ナ
ウ
ス　
　
　
　
　
　

渋
谷　
　

雅

手
の
ひ
ら
で
な
で
つ
け
終
る
木
の
葉
髪

大
根
の
匂
い
を
嫌
う
二
世
の
娘

お
祝
い
の
シ
ュ
ー
バ
・
デ
・
ア
ホ
イ
ス　
マ
リ
ア
月

　
　
　
マ
ナ
ウ
ス　
　
　
　
　
　

橋
本
美
代
子

花
嫁
に
よ
く
似
た
姉
妹
マ
リ
ア
月

花
柄
に
白
衣
を
重
ね
女
医
の
顔

マ
カ
シ
ェ
イ
ラ
ぱ
く
り
と
皮
剥
け
蒸
し
上
が
る

　
　
　
マ
ナ
ウ
ス　
　
　
　
　
　

丸
岡
す
み
子

母
よ
り
も
祖
母
の
血
を
引
き
木
の
葉
髪

マ
ナ
ウ
ス
の
高
値
の
大
根
萎
び
れ
て

マ
リ
ア
月
教
会
花
で
あ
ふ
れ
け
り

　
　
　
マ
ナ
ウ
ス 　
　
　
　
　

内
ヶ
崎
留
知
亜

た
だ
一つ
窓
辺
に
う
つ
る
マ
リ
ア
月

大
根
を
引
き
抜
く
頃
の
息
白
し

梟
の
鳴
き
声
さ
び
し
闇
深
し

◎
投
句
送
り
先

SA
O

K
O

 K
O

SA
I

  Rua Itatiaia, 75
  CEP 04310-010
  Sao Paulo - SP

　
　
　
マ
ナ
ウ
ス 　
　
　
　
　

東　
　
マ
サ
エ

大
根
の
葉
付
き
夕
餉
は
粥
に
し
よ

入
植
地
木
藷
だ
ん
ご
の
お
や
つ
時

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

武
田　

知
子

望
郷
も
今
は
昔
や
移
住
祭

子
育
て
も
思
い
出
さ
せ
し
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
祭

人
は
逝
き
時
移
り
行
く
移
民
祭

◎
日
本
を
出
て
か
ら
移
民
が
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

望
郷
と
い
う
名
の
荷
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
重
さ
は
異
な

り
ま
す
が
、
異
郷
で
の
日
々
の
暮
し
に
身
を
離
れ
る
事
な

く
過
し
て
来
た
は
ず
。
そ
の
望
郷
も
、今
は
昔
の
感
に
な
っ

た
と
詠
っ
て
い
る
の
で
す
。
歳
月
に
さ
ら
さ
れ
、衰
え
て
行
っ

て
く
れ
た
望
郷
。
今
は
懐
し
い
と
ま
で
思
え
る
程
に
な
っ

た
と
詠
ん
で
、
短
詩
に
こ
め
た
半
生
の
思
い
で
す
。

　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア 　
　
　
　
　

白
石　

幸
子

カ
ボ
ク
ロ
の
静
か
な
く
ら
し
山
眠
る

木
藷
掘
り
な
が
持
ち
す
る
と
土
つ
け
て

必
要
な
物
丈
買
っ
て
冬
支
度

◎
大
自
然
に
抱
か
れ
て
、
あ
ま
り
欲
を
持
た
ず
自
分
に
出

来
る
だ
け
の
事
を
し
て
静
か
に
暮
し
て
い
る
カ
ボ
ク
ロ
達
。

四
季
の
う
つ
ろ
い
に
準
じ
て
つ
つ
ま
し
く
生
活
を
送
っ
て
い

る
人
達
。
今
山
は
眠
り
静
け
さ
も
一
段
と
深
ま
っ
た
大
景

の
一
句
で
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
美
し
い
作
品
に
な
り
ま
し

た
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

小
斎　

棹
子

淋
し
さ
と
異
な
る
さ
み
し
さ
虎
落
笛

移
民
の
日
書
か
ぬ
便
り
の
文
を
待
つ

駅
の
名
に
ジ
ャ
ポ
ン
が
付
き
し
瓢
骨
忌

【
ニ
ッ
ケ
イ
俳
壇
、
ニ
ッ
ケ
イ
歌
壇
の
日
程
】

◎
ニ
ッ
ケ
イ
俳
壇

　
　

小
斎
選
―
７
月
17
日
、

　
　
　
　
　
　

８
月
７
日
、
21
日

　
　

伊
那
選
―
７
月
24
日
、

　
　
　
　
　
　

８
月
14
日
、
28
日

◎
ニ
ッ
ケ
イ
歌
壇
（
上
妻
選
）

　
　
　
　
　
　

７
月
17
日
、
31
日

　
　
　
　
　
　

８
月
14
日
、
28
日

※
６
月
10
日
は
新
聞
休
刊
日
で
す
。

こ
の
週
の
文
芸
欄
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
致
し
て

お
り
ま
す
。

読
者
文
芸
投
稿
募
集

◎
各
句
会
、
歌
会
の
作
品
な
ど

掲
載
し
ま
す
。

◎
郵
便
、
ま
た
は
右
記
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
お
送
り
下
さ
い
。

◎
吟
行
等
の
寄
稿
も
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
。
写
真
も
掲
載

可
能
で
す
。

＊
送
り
先
は
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞

　
「
読
者
文
芸
欄
」
係
。

Ｅ
メ
ー
ル

bunguei.nk@
gm

ail.com

耳
不
自
由
で
も
電
話
可
能
に

ネ
ッ
ト
活
用
、
手
話
通
訳

　
【
共
同
】
政
府
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
電
話
の
映

像
な
ど
を
活
用
し
、
耳
の
不

自
由
な
人
で
も
手
話
通
訳
を

介
し
て
電
話
で
き
る
「
電
話

リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
を
公
共

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
整
備
す
る

方
針
を
固
め
た
こ
と
が
先
月

２
７
日
、
分
か
っ
た
。
い
つ
で

も
利
用
可
能
で
、
一
般
の
電

話
と
同
程
度
の
料
金
を
目
指

す
。
数
年
以
内
の
提
供
開
始

を
視
野
に
入
れ
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

　

総
務
省
と
厚
生
労
働
省

の
合
同
作
業
部
会
が
近
く
ま

と
め
る
報
告
書
案
に
盛
り
込

む
。
国
内
の
聴
覚
や
言
語
の

障
害
者
数
は
３
５
万
人
前
後

で
推
移
す
る
が
、
日
本
は
先

進
７
カ
国
で
唯
一
、
国
が
電

話
リ
レ
ー
の
制
度
を
整
え
て

い
な
い
。
政
府
は
で
き
る
だ

け
早
期
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に

向
け
、
関
連
す
る
法
令
の
改

正
や
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム

開
発
を
進
め
、
実
現
可
能
な

部
分
か
ら
導
入
し
た
い
考
え

だ
。

　

聴
覚
障
害
者
が
テ
レ
ビ
電

話
機
能
を
備
え
た
専
用
サ
イ

ト
で
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

連
絡
す
る
仕
組
み
を
想
定

し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
手
話

や
入
力
さ
れ
た
文
字
の
内
容

を
、
音
声
通
話
で
健
聴
者
に

同
時
通
訳
し
な
が
ら
や
り
と

り
す
る
。
聴
覚
障
害
者
は
家

族
に
代
わ
り
に
電
話
を
か
け

て
も
ら
う
な
ど
制
約
の
あ
る

生
活
を
強
い
ら
れ
て
き
た
が
、

幅
広
い
人
と
の
通
話
が
可
能

に
な
る
。

　

２
４
時
間
３
６
５
日
利

用
で
き
、
料
金
は
通
訳
サ
ー

ビ
ス
の
追
加
負
担
な
し
に
固

定
電
話
や
携
帯
電
話
と
同
水

準
と
す
る
よ
う
検
討
を
進
め

る
。
利
用
す
る
に
は
、
電
話

会
社
な
ど
民
間
企
業
に
申
し

込
む
よ
う
に
す
る
方
向
だ
。

課
題
と
な
る
事
業
費
は
、
電

話
の
利
用
者
か
ら
広
く
薄
く

負
担
金
を
徴
収
す
る
制
度
の

創
設
を
含
め
て
議
論
す
る
。

子
ど
も
食
堂
１
・６
倍
に

３
７
０
０
カ
所
、
６
校
に
一つ

　
【
共
同
】
子
ど
も
に
無
料

か
低
額
で
食
事
を
提
供
す

る
「
子
ど
も
食
堂
」
が
全

国
で
３
７
０
０
カ
所
を
超

え
、
昨
年
比
で
１
・
６
倍
に

増
え
た
と
の
調
査
結
果
を
支

援
団
体
が
先
月
２
６
日
、
公

表
し
た
。
ど
れ
だ
け
普
及
し

て
い
る
か
を
表
す
指
標
と
し

て
、
小
学
校
数
に
対
す
る
食

堂
数
の
割
合
（
充
足
率
）
も

算
出
。
都
道
府
県
平
均
は

１
７
・
３
％
で
、
小
学
校
６

校
に
食
堂
が
１
カ
所
あ
る
計

算
と
な
っ
た
。最
も
高
い
沖
縄

（
６
０
・
５
％
）
と
最
も
低

い
秋
田
（
５
・
５
％
）
で
は

大
き
な
開
き
が
あ
り
、
地
域

差
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

子
ど
も
食
堂
は
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
運
営
。

低
所
得
や
親
の
帰
宅
が
遅

い
家
庭
の
子
ど
も
向
け
に

２
０
１
２
年
ご
ろ
始
ま
り
、

全
国
に
広
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

住
民
の
交
流
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
も
多
い
。

　

調
査
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
全

国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン

タ
ー
・
む
す
び
え
」（
東
京
）

と
全
国
の
こ
ど
も
食
堂
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
実
施
。
都

道
府
県
ご
と
に
今
年
５
月
ま

で
の
状
況
を
集
計
し
た
。

　

食
堂
数
は
３
７
１
８
カ
所

を
確
認
。
秋
田
を
除
く
４
６

都
道
府
県
で
、
昨
年
の
調
査

か
ら
計
１
４
０
０
カ
所
以
上

増
え
た
。
最
も
多
か
っ
た
の

は
東
京
の
４
８
８
カ
所
で
、

大
阪
３
３
６
カ
所
、
神
奈
川

２
５
３
カ
所
が
続
い
た
。
最

も
少
な
か
っ
た
の
は
秋
田
の

１
１
カ
所
。
全
国
の
年
間

利
用
者
数
は
推
計
で
延
べ
約

１
６
０
万
人
。

　

全
て
の
子
ど
も
が
利
用

し
や
す
く
す
る
に
は
、
小

学
校
区
単
位
で
食
堂
が
あ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し

　

緊
急
通
報
へ
の
対
応
も
目

指
す
ほ
か
、
健
聴
者
か
ら
聴

覚
障
害
者
へ
の
発
信
も
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
考
え
。
無

料
通
信
ア
プ
リ
な
ど
と
異
な

り
、
双
方
が
同
じ
サ
ー
ビ
ス

を
使
う
必
要
は
な
い
。
飲
食

店
の
予
約
や
公
共
機
関
へ
の

連
絡
に
も
使
え
る
。

　

現
在
は
日
本
財
団
が
試
験

的
に
電
話
リ
レ
ー
を
提
供
し

て
い
る
が
、
早
朝
や
深
夜
は

使
え
ず
、
１
１
０
番
な
ど
の

緊
急
通
報
も
で
き
な
い
。
国

が
制
度
化
し
、
安
定
的
に
使

え
る
環
境
を
整
え
る
。

旧
日
本
海
軍
艦「
摩
耶
」発
見

フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
で
沈
没

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
】
太

平
洋
戦
争
末
期
の
１
９
４
４

年
１
０
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ

イ
テ
沖
海
戦
で
沈
没
し
た
旧

日
本
海
軍
の
重
巡
洋
艦
「
摩

耶
」
と
み
ら
れ
る
船
体
の
一

部
が
１
日
ま
で
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

西
部
パ
ラ
ワ
ン
島
沖
の
海
底

１
８
５
０
メ
ー
ト
ル
で
見
つ

か
っ
た
。
深
海
を
探
査
し
て

い
る
米
調
査
チ
ー
ム
が
発
表

し
た
。

　

広
島
県
呉
市
の
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
呉
市
海
事

歴
史
科
学
館
）
の
戸
高
一
成

館
長
は
「
７
５
年
前
に
起
き

生
活
と
介
護
、立
ち
ゆ
か
ぬ

認
知
症
団
体
、負
担
増
の
場
合

　
【
共
同
】
認
知
症
の
当
事

者
ら
を
支
援
す
る
「
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
」（
京
都

市
）
は
１
日
、
介
護
費
の
自

己
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
が

あ
っ
た
場
合
「
生
活
と
介
護

が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
」
と

し
て
反
対
す
る
声
明
を
、
厚

生
労
働
省
に
提
出
し
た
。
財

政
制
度
等
審
議
会
（
財
務
相

の
諮
問
機
関
）
が
６
月
に
ま

と
め
た
建
議
（
意
見
書
）
は
、

介
護
保
険
の
利
用
者
の
負
担

を
１
割
（
所
得
の
高
い
人
を

除
く
）
か
ら
原
則
２
割
へ
引

き
上
げ
る
べ
き
だ
と
求
め
た
。

　

引
き
上
げ
に
は
社
会
保
障

費
抑
制
の
狙
い
が
あ
る
。
参

院
選
後
に
厚
労
省
で
本
格
的

な
議
論
が
始
ま
り
そ
う
だ
。

　

声
明
は
、
自
己
負
担
割

合
の
引
き
上
げ
は
、
政
府
が

て
、
小
学
校
数
に
対
す
る

充
足
率
も
算
出
。
高
い
順

に
沖
縄
６
０
・
５
％
、
滋

賀
５
２
・
５
％
、
東
京

３
６
・
６
％
だ
っ
た
。
低
か
っ

た
の
は
秋
田
５
・
５
％
、
青

森
５
・６
％
、
長
崎
７
・０
％

の
順
だ
っ
た
。

　

む
す
び
え
の
湯
浅
誠
理
事

認
知
症
の
新
大
綱
で
掲
げ
た

「
共
生
」
の
理
念
と
矛
盾
し

て
い
る
と
批
判
。「
介
護
の
不

安
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
る
」
と
訴
え
た
。
参
院

選
で
「
各
政
党
、
立
候
補
者

に
こ
の
問
題
へ
の
態
度
を
明

確
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

　

記
者
会
見
し
た
鈴
木
森
夫

代
表
理
事
は
「
大
綱
や
与
党

が
提
出
し
た
認
知
症
基
本
法

案
な
ど
聞
こ
え
の
良
い
話
だ

け
で
な
く
、
費
用
負
担
に
つ

い
て
も
選
挙
の
争
点
に
す
べ

き
だ
」
と
強
調
し
た
。

た
戦
争
の
出
来
事
を
、
歴
史

的
事
実
と
し
て
確
定
さ
せ
る

大
き
な
意
味
が
あ
る
」
と
指

摘
。
今
後
の
調
査
の
糸
口
に

も
な
る
と
重
要
性
を
強
調
し

た
。

　

発
見
し
た
の
は
、
米
Ｉ
Ｔ

大
手
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
共
同

創
業
者
の
故
ポ
ー
ル
・
ア
レ

ン
氏
が
設
立
し
た
財
団
の
調

査
チ
ー
ム
。
無
人
探
査
機

が
撮
影
し
た
映
像
や
画
像
に

は
、
海
底
に
横
た
わ
る
船
体

や
主
砲
な
ど
と
み
ら
れ
る
砲

身
が
写
っ
て
い
た
。
機
器
に

記
さ
れ
た
日
本
語
の
文
字
も

確
認
で
き
た
。

　

戸
高
氏
や
資
料
に
よ
る

と
、
摩
耶
は
旧
日
本
海
軍
が

主
力
と
し
た
重
巡
洋
艦
の
１

隻
。
連
合
艦
隊
が
事
実
上
壊

滅
し
た
レ
イ
テ
沖
海
戦
で
、

米
海
軍
潜
水
艦
の
魚
雷
攻

撃
を
受
け
て
沈
没
し
、
乗
員

３
３
６
人
が
死
亡
し
た
。

　

調
査
チ
ー
ム
は
こ
れ
ま
で

も
南
太
平
洋
で
武
蔵
や
比
叡

な
ど
多
く
の
戦
艦
の
残
骸
を

見
つ
け
て
い
る
。
今
後
も
調

査
を
続
け
る
方
針
。

長
は
「
子
ど
も
食
堂
に
は
貧

困
家
庭
の
子
ど
も
だ
け
が
食

事
す
る
場
所
と
の
誤
解
が
あ

る
が
、
交
流
拠
点
と
し
て
も

機
能
し
て
い
る
。
地
域
の
女

性
を
中
心
に
関
心
は
高
く
、

取
り
組
み
や
す
い
雰
囲
気
が

出
て
き
た
こ
と
で
、
増
え
た

と
思
う
」
と
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
２
０
１
４
年
に

噴
火
し
、
５
８
人
が
死
亡
、
５
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た

御
嶽
山
（
岐
阜
、長
野
両
県
）

の
麓
に
あ
る
長
野
県
木
曽
町

は
１
日
、
同
町
側
か
ら
山
頂

に
至
る
登
山
道
の
立
ち
入
り

規
制
を
、
山
開
き
に
合
わ
せ

て
解
除
し
た
。
１
０
月
１
６

日
ま
で
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を

通
じ
て
の
規
制
解
除
は
、
噴

火
災
害
後
初
め
て
。

　

大
阪
府
枚
方
市
か
ら
同

僚
と
訪
れ
た
会
社
員
の
男
性

（
５
７
）
は
「
噴
火
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
は
無
念
だ
っ
た

と
思
う
。
今
日
は
慰
霊
の
気

持
ち
を
込
め
て
登
る
」
と
話

し
た
。
友
達
と
来
た
長
野
県

松
本
市
の
会
社
員
永
沢
隆
さ

ん
（
３
８
）
は
「
夏
に
も
頂

上
ま
で
登
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
地
元
の
方
に
は
よ
か
っ
た

と
思
う
。
登
山
者
も
こ
れ
ま

で
以
上
に
増
え
て
ほ
し
い
」

と
笑
顔
で
山
頂
を
目
指
し

た
。

　

被
災
者
の
遺
族
や
生
還
者

ら
は
、
一
般
登
山
客
よ
り
先

に
山
頂
付
近
に
立
ち
入
り
た

い
と
要
望
し
、
町
の
許
可
を

得
て
６
月
２
９
日
に
山
頂
付

近
ま
で
登
っ
た
。

　

御
嶽
山
は
噴
火
４
年
を
翌

日
に
控
え
た
昨
年
９
月
２
６

日
、
木
曽
町
側
か
ら
山
頂
ま

で
の
登
山
道
の
立
ち
入
り
規

制
が
解
除
さ
れ
、
遺
族
ら
が

初
め
て
、
慰
霊
の
た
め
山
頂

に
赴
い
た
。
冬
季
に
は
安
全

確
保
の
た
め
、
再
び
立
ち
入

り
が
規
制
さ
れ
て
い
た
。

　

麓
の
長
野
県
王
滝
村
の
ス

キ
ー
場
で
は
山
開
き
に
合
わ

せ
て
開
山
式
が
開
か
れ
、
参

加
者
が
御
嶽
山
に
向
か
っ
て

黙
と
う
し
た
。
瀬
戸
普
村
長

は
取
材
に
「（
木
曽
町
側
が
）

無
事
開
山
で
き
た
の
は
歓
迎

し
た
い
。
ま
だ
規
制
し
て
い

る
王
滝
村
側
の
登
山
道
で

も
、
安
全
対
策
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

御
嶽
山
頂
ま
で
の
規
制
解
除

噴
火
後
、夏
季
通
し
て
は
初

御
嶽
山
の
山
頂
に
到
着
し
た
登
山
者
＝
１
日
午
前

（
共
同
通
信
社
ヘ
リ
か
ら
＝
共
同
）
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記き

念ね
ん

植し
ょ
く

樹じ
ゅ

、
歓か

ん

迎げ
い

昼ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

、

コ
ロ
ニ
ア
沖お

き

縄な
わ

農の
う

牧ぼ
く

総そ
う

合ご
う

共
き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い

（
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
視し

察さ
つ

、
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
の
御ご

引い
ん

見け
ん

な

ど
が
予よ

定て
い

さ
れ
て
い
る
。
昨さ

く

年ね
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル
同ど

う

様よ
う

に
眞ま

子こ

様さ
ま

と
身み

近ぢ
か

に
接せ

っ

す
る
機き

会か
い

を

多お
お

く
設も

う

け
て
も
ら
い
、
あ
の

感か
ん

動ど
う

の
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

を
是ぜ

非ひ

味あ
じ

わ
っ

て
も
ら
い
た
い
も
の
。

　

１
８
９
９
年ね

ん

に
ペ
ル
ー
へ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
南な

ん

米べ
い

移い

住じ
ゅ
うを
始は

じ

め
、
そ
の
一い

ち

部ぶ

が
ボ
リ
ビ
ア
に
転て

ん

住じ
ゅ
うし
て
か
ら
、
今こ

年と
し

で
１
２
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
。
こ
の
節ふ

し

目め

の
年と

し

を
祝い

わ

う
た
め
に
、
昨さ

く

年ね
ん

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
ご
臨り

ん

席せ
き

し
た
眞ま

子こ

さ

ま
が
、
こ
の
９
日か

か
ら
２
２
日に

ち

ま
で
１
４
日か

間か
ん

に
わ
た
り
ペ
ル
ー
と
ボ
リ
ビ
ア
を
ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
る
予よ

定て
い

だ
。
６
月が

つ

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
ボ
リ
ビ
ア
事じ

務む

所し
ょ

の
小お

原は
ら

学ま
な
ぶ

所し
ょ

長ち
ょ
うと
ペ
ル
ー
事じ

務む

所し
ょ

の
磯い

そ

貝が
い

白し
ら

日ひ

次じ

長ち
ょ
うか
ら
、

現げ
ん

地ち

の
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

へ
の
準

じ
ゅ
ん

備び

状じ
ょ
う

況き
ょ
うを
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

今こ
ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

か
ら
開か

い

催さ
い

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

桜さ
く
らま
つ
り
に
つ
い
て
、
案あ

ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
水み

ず

本も
と

セ
ル
ソ

典の
り

満み
つ

専せ
ん

任に
ん

理り

事じ

に
よ
れ
ば
、

会か
い

場じ
ょ
うに
桜さ

く
ら

を
新あ

た
ら

し
く
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

す

る
計け

い

画か
く

が
あ
る
そ
う
。
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

に
桜さ

く
ら

の
苗な

え

を
買か

い
取と

っ
て

も
ら
う
形か

た
ち

で
、
購こ

う

入に
ゅ
う

者し
ゃ

は
買か

い
取と

っ
た
苗な

え

の
様よ

う

子す

を
、
ネ

会か
い

で
お
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
る
予よ

定て
い

だ
。
さ
ら
に
、
１
１
日に

ち

に
は

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うを
表

ひ
ょ
う

敬け
い

訪ほ
う

問も
ん

す
る
。

　

１
３
日に

ち

に
は
ク
ス
コ
市し

へ
移い

動ど
う

し
、
世せ

界か
い

遺い

産さ
ん

の
マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
を
ご
訪ほ

う

問も
ん

す
る
。
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
村む

ら

の
初し

ょ

代だ
い

村そ
ん

長ち
ょ
うは
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
野の

内う
ち

与よ

吉き
ち

で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
も
縁え

ん

が
深ふ

か

い
。

同ど
う

地ち

で
は
自じ

治ち

体た
い

な
ど
を
ご

訪ほ
う

問も
ん

す
る
。

　

ボ
リ
ビ
ア
に
は
１
５
日に

ち

に

ご
到と

う

着ち
ゃ
く。
ボ
リ
ビ
ア
日に

っ

系け
い

協
き
ょ
う

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
日ひ

比び

野の

正ま
さ

靭ゆ
き

会か
い

長ち
ょ
う）
の
安あ

仁に

屋や

滋し
げ
る

事じ

務む

局
き
ょ
く

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、
１
７
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

に
サ
ン
タ
ク
ル
ス
市し

で
移い

住
じ
ゅ
う

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に

ご
臨り

ん

席せ
き

さ
れ
、
お
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
る
予よ

定て
い

。

　

そ
の
後ご

、
ラ
パ
ス
市し

や
サ

ン
タ
ク
ル
ス
市し

、
ベ
ニ
・
パ
ン

ド
・
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
・
チ
ュ
キ

サ
カ
県け

ん

の
各か

く

日に
っ

系け
い

人じ
ん

団だ
ん

体た
い

を

ご
訪ほ

う

問も
ん

。
更さ

ら

に
オ
キ
ナ
ワ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

と
サ
ン
フ
ア
ン
移い

住
じ
ゅ
う

地ち

に
も
お
立た

ち
寄よ

り
に
な
り
、

同ど
う

地ち

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
ご
交こ

う

流り
ゅ
う。

２
２
日に

ち

に
帰き

国こ
く

さ
れ
る
予よ

定て
い

だ
。

　

磯い
そ

貝が
い

次じ

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
「
ペ

ル
ー
は
１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝い

わ

い
、

今こ

年と
し

を
日に

ち

ペ
ル
ー
交こ

う

流り
ゅ
う

年ね
ん

と

し
て
様さ

ま

々ざ
ま

な
行

ぎ
ょ
う

事じ

を
行

お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
我わ

れ

々わ
れ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
、
２
月が

つ

に
は
ペ
ル
ー
移い

住じ
ゅ
う１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

野や

球
き
ゅ
う

大た
い

会か
い

を
実じ

っ

施し

し
ま
し
た
」
と

語か
た

る
。

　

日に
ち

ペ
ル
ー
友ゆ

う

好こ
う

の
日ひ

に
当あ

た
る
４
月が

つ

３
日か

に
は
、
国こ

っ

会か
い

で
盛せ

い

大だ
い

な
式し

き

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

。
日に

本ほ
ん

か
ら
は
辻つ

じ

清き
よ

人と

外が
い

務む

政せ
い

務む

官か
ん

や
、
土つ

ち

屋や

定さ
だ

之ゆ
き

駐ち
ゅ
うペ
ル
ー

大た
い

使し

や
日に

っ

系け
い

人じ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うら
両

り
ょ
う

国こ
く

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

さ
ら
に
ペ
ル
ー
日に

っ

系け
い

人じ
ん

協
き
ょ
う

会か
い

に
よ
れ
ば
、
ペ
ル
ー
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
７
月が

つ

の
海か

い

上じ
ょ
う

自じ

衛え
い

隊た
い

・

練れ
ん

習し
ゅ
う

艦か
ん

隊た
い

の
入

に
ゅ
う

港こ
う

に
伴と

も
な
い
、

コ
ン
サ
ー
ト
開か

い

催さ
い

や
武ぶ

道ど
う

と

ス
ポ
ー
ツ
交こ

う

流り
ゅ
うイ
ベ
ン
ト
、

月げ
つ

末ま
つ

に
は
日に

っ

系け
い

ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ
る
展て

ん

示じ

会か
い

な
ど
を
企き

画か
く

し
て
い
る
。
１
１
月が

つ

第だ
い

１

週し
ゅ
う

目め

に
は
、
毎ま

い

年と
し

２
万ま

ん

人に
ん

以い

　

日に

本ほ
ん

で
小

し
ょ
う

児に

外げ

科か

医い

師し

と

し
て
活か

つ

躍や
く

す
る
松

し
ょ
う

柏は
く

学が
く

園え
ん

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

の
上う

え

林ば
や
しエ
レ
ー
ナ
さ
ん

（
４
４
、
二に

世せ
い

）
の
里さ

と

帰が
え

り

に
合あ

わ
せ
て
、聖せ

い

市し

ヴ
ィ
ラ・

マ
リ
ア
ナ
区く

の
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

（
川か

わ

村む
ら

真ま

由ゆ

実み

校こ
う

長ち
ょ
う）
は
、

歓か
ん

迎げ
い

会か
い

を
６
月が

つ

１
１
日に

ち

に
開ひ

ら

い
た
。
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

や
教

き
ょ
う

員い
ん

、
父ふ

兄け
い

ら
約や

く

３
５
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
、

久ひ
さ

し
ぶ
り
の
再さ

い

開か
い

を
喜よ

ろ
こ

び
あ

っ
た
。
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

・
松

し
ょ
う

柏は
く

学が
く

園え
ん

か
ら
私し

立り
つ

小し
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

・
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

が
生う

ま
れ
た
経け

い

緯い

が
あ
る
。

　

上う
え

林ば
や
し

さ
ん
は
挨あ

い

拶さ
つ

で
、

「
松

し
ょ
う

柏は
く

学が
く

園え
ん

の
生せ

い

徒と

だ
っ
た

頃こ
ろ

か
ら
医い

師し

に
な
り
た
か
っ

た
」
と
話は

な

し
始は

じ

め
た
。
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

の
頃こ

ろ

に
、
母は

は

親お
や

が
が
ん
に

な
り
、
日に

本ほ
ん

で
手し

ゅ

術じ
ゅ
つを
受う

け

た
と
い
う
。
祖そ

父ふ

も
外げ

科か

医い

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日に

本ほ
ん

の

医い

療り
ょ
うに
関か

ん

心し
ん

を
も
っ
た
。

　

京
き
ょ
う

都と

大だ
い

学が
く

へ
留

り
ゅ
う

学が
く

し
、
研け

ん

修し
ゅ
う

医い

と
し
て
勤き

ん

務む

し
た
際さ

い

上じ
ょ
うの
集

し
ゅ
う

客き
ゃ
くを
誇ほ

こ

る
日に

っ

系け
い

祭ま
つ

り

を
開か

い

催さ
い

。
日に

本ほ
ん

か
ら
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

出し
ゅ
っ
し
ん身の
人に

ん

気き

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

Ｈ
Ｙ
を
招ま

ね

く
予よ

定て
い

だ
。

　

小お

原は
ら

所し
ょ

長ち
ょ
うは
「
ボ
リ
ビ
ア

で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
各か

く

イ
ベ

ン
ト
で
１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
ロ
ゴ

に
、
日に

本ほ
ん

で
医い

師し

に
な
る
こ

と
を
周

し
ゅ
う

囲い

に
勧す

す

め
ら
れ
た
。

当と
う

時じ

海か
い

外が
い

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

で
日に

本ほ
ん

の

医い

師し

免め
ん

許き
ょ

を
取し

ゅ

得と
く

し
た
例れ

い

は

見み

ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

か
ら
高こ

う

校こ
う

ま
で
の
年ね

ん

数す
う

が

異こ
と

な
る
た
め
、
不ふ

可か

能の
う

に
近ち

か

い
と
言い

わ
れ
る
予よ

備び

試し

験け
ん

を

医い

師し

国こ
っ

家か

試し

験け
ん

の
前ま

え

に
受じ

ゅ

験け
ん

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
っ
た
。

　

上う
え

林ば
や
しさ
ん
は
田た

中な
か

紘こ
う

一い
ち

京
き
ょ
う

大だ
い

教き
ょ
う

授じ
ゅ

に
相そ

う

談だ
ん

し
、
ブ
ラ
ジ

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う
）

は
恒こ

う

例れ
い

の
「
第だ

い

２
３
回か

い

桜さ
く
らま

つ
り
」
を
６
、７
、１
３
、１
４

の
４
日か

間か
ん

、
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か

ら
午ご

後ご

５
時じ

ま
で
聖せ

い

州し
ゅ
うサ
ン

ロ
ッ
ケ
市し

の
国こ

く

士し

舘か
ん

大だ
い

学が
く

ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（Estrada 

d
o

 C
a

rm
o

, 8
0

1
, 

B
airro do C

arm
o

）
で

開か
い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う、
駐

ち
ゅ
う

車し
ゃ

料り
ょ
う３
０
レ
ア
ル
。

　

会か
い

場じ
ょ
うで
は
沖お

き

縄な
わ

桜ざ
く
ら、
ヒ
マ

ラ
ヤ
桜ざ

く
ら

、
雪ゆ

き

割わ

り
桜ざ

く
ら

な
ど
約や

く

４
０
０
本ぽ

ん

の
桜さ

く
ら

が
見み

頃ご
ろ

を
迎む

か

え
る
。

　

当と
う

日じ
つ

は
歌か

手し
ゅ

の
中な

か

平ひ
ら

マ
リ

コ
さ
ん
に
よ
る
シ
ョ
ー
や
、
剣け

ん

道ど
う

、
太た

い

鼓こ

な
ど
の
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
る
。

　

食し
ょ
く

の
ブ
ー
ス
で
は
日に

っ

伯ぱ
く

両
り
ょ
う

国こ
く

に
加く

わ

え
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、

独ど
く

料り
ょ
う

理り

、
同ど

う

市し

名め
い

産さ
ん

の
ワ
イ

ン
が
楽た

の

し
め
る
。
他ほ

か

、
衣い

服ふ
く

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
扱あ

つ
か

う
バ

ザ
リ
ス
タ
も
出

し
ゅ
っ

店て
ん

し
、
桜さ

く
ら

の

苗な
え

木ぎ

や
農の

う

産さ
ん

物ぶ
つ

な
ど
も
販は

ん

売ば
い

撮さ
つ

影え
い

し
た
写し

ゃ

真し
ん

を
応お

う

募ぼ

す
る

庭に
わ

教き
ょ
う

会か
い

は
、
田た

中な
か

エ
ウ
ニ
ッ

セ
医い

師し

に
よ
る
講こ

う

演え
ん

会か
い

を
６

日か

午ご

後ご

２
時じ

半は
ん

か
ら
、
同ど

う

教
き
ょ
う

会か
い

（R
u

a M
au

ro, 3
2

, 
V

ila da Saúde

）
に
て
行

お
こ
な

う
。
講こ

う

演え
ん

の
テ
ー
マ
は
「
断だ

ん

食じ
き

は
寿じ

ゅ

命み
ょ
う
を
の
ば
し
ガ
ン
を

予よ

防ぼ
う

す
る
」
で
、
参さ

ん

加か

無む

料り
ょ
う。

　

田た

中な
か

医い

師し

は
外げ

科か

医い

で
、

自し

然ぜ
ん

療り
ょ
う

法ほ
う

や
ガ
ン
治ち

療り
ょ
うに
精せ

い

通つ
う

。
１
６
年ね

ん

ノ
ー
ベ
ル
生せ

い

理り

学が
く

・
医い

学が
く

賞し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
大お

お

隅す
み

良よ
し

典の
り

氏し

の
研け

ん

究き
ゅ
うに
基も

と

づ
き
、

「
断だ

ん

食じ
き

が
寿じ

ゅ

命み
ょ
う

を
の
ば
し
ガ

ン
を
予よ

防ぼ
う

す
る
」
理り

由ゆ
う

を
解か

い

説せ
つ

す
る
。
講こ

う

演え
ん

会か
い

は
１
時じ

間か
ん

程ほ
ど

を
予よ

定て
い

。
日に

ち

ポ
両

り
ょ
う

語ご

の
逐ち

く

次じ

通つ
う

訳や
く

も
対た

い

応お
う

。

　

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
森も

り

規き

和わ

郎お

名め
い

誉よ

牧ぼ
く

師し

は
「
初は

じ

め
て
教

き
ょ
う

会か
い

に
来こ

ら
れ
る
方か

た

も
大だ

い

歓か
ん

迎げ
い

。

参さ
ん

加か

者し
ゃ

同ど
う

士し

の
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

や
、
田た

中な
か

医い

師し

へ
の
質し

つ

問も
ん

も

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気き

軽が
る

に
お
越こ

し
く
だ
さ
い
」
と
参さ

ん

加か

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

同ど
う

教き
ょ
う

会か
い

で
は
月つ

き

に
一い

ち

度ど

第だ
い

１
土ど

曜よ
う

日ひ

に
、
講こ

う

演え
ん

会か
い

や
茶ち

ゃ

会か
い

を
開か

い

催さ
い

。
茶ち

ゃ

会か
い

で
は
講こ

う

演え
ん

会か
い

の
振ふ

り
返か

え

り
や
、
認に

ん

知ち

症
し
ょ
う

予よ

防ぼ
う

の
体た

い

操そ
う

指し

導ど
う

を
行

お
こ
な

っ
て
い

る
。
８
月が

つ

３
日か

、
９
月が

つ

７
日か

に
も
茶ち

ゃ

会か
い

を
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

。

　

講こ
う

演え
ん

会か
い

や
、
そ
の
他ほ

か

催も
よ
おし

に
関か

ん

す
る
問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

教き
ょ
う

会か
い

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
５ 

８
６
・５
３
５
５
）
ま
で
。

ッ
ト
を
通と

お

し
て
見み

ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
と
の
こ
と
。
文ぶ

ん

協き
ょ
う

の
資し

金き
ん

調ち
ょ
う

達た
つ

に
も
つ
な

が
り
、
購こ

う

入に
ゅ
う

者し
ゃ

も
「
自じ

分ぶ
ん

が
買か

っ
て
植う

え
た
桜さ

く
ら

」
と
し

て
一い

っ

層そ
う

愛あ
い

着ち
ゃ
くを
も
て
る
と
水み

ず

本も
と

さ
ん
は
考か

ん
が

え
て
い
る
。
ま

た
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
２
０
年ね

ん

に

向む

け
、
１
１
１
年ね

ん

目め

に
は

１
１
１
本ほ

ん

、
１
１
２
年ね

ん

目め

に
は
１
１
２
本ほ

ん

と
桜さ

く
ら

を
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

し

て
い
く
案あ

ん

も
あ
る
と
か
。
国こ

く

士し

舘か
ん

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

は
現げ

ん

在ざ
い

、
原は

ら

沢さ
わ

パ
ビ
リ
オ
ン

の
建け

ん

設せ
つ

中ち
ゅ
うで
、
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

の
道ど

う

路ろ

も
整せ

い

備び

中ち
ゅ
う。
長

ち
ょ
う

期き

的て
き

に
み
て

盛も

り
上あ

が
り
を
見み

せ
そ
う
な

場ば

所し
ょ

。
こ
の
桜

さ
く
ら

植し
ょ
く

樹じ
ゅ

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
さ
ら
に
関か

ん

心し
ん

を
高た

か

め
ら
れ
る
か
。

来
らい

社
しゃ

した森
もり

名
めい

誉
よ

牧
ぼく

師
し

桜
さくら

まつりの様
よう

子
す

老
ろう

年
ねん

医
い

学
がく

講
こう

演
えん

会
かい

断
だん

食
じき

で長
ちょう

寿
じゅ

と

がん予
よ

防
ぼう

？！

　

眞ま

子こ

さ
ま
は
９
日か

に
米べ

い

国こ
く

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
経け

い

由ゆ

で
ペ
ル
ー

に
入は

い

り
、
１
４
日か

ま
で
滞た

い

在ざ
い

さ
れ
る
。
１
０
日か

に
は
首し

ゅ

都と

リ
マ
市し

で
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

百
ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

碑ひ

へ
の
献け

ん

花か

を
予よ

定て
い

。
各か

く

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

を
訪ほ

う

問も
ん

し
、

午ご

後ご

に
は
ペ
ル
ー
日に

っ

系け
い

人じ
ん

協
き
ょ
う

歓か
ん

迎げ
い

、
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

の
準じ

ゅ
ん

備び

進す
す

む

眞ま

子こ

さ
ま
が
今こ

ん

月げ
つ

ご
訪ほ

う

問も
ん

予よ

定て
い

ル
の
文ぶ

ん

化か

省し
ょ
うに
手て

紙が
み

を
書か

い

て
送お

く

り
、「
ブ
ラ
ジ
ル
で
受う

け
た
教

き
ょ
う

育い
く

が
、
日に

本ほ
ん

の
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
教

き
ょ
う

育い
く

に
相そ

う

当と
う

す
る
証

し
ょ
う

明め
い

」

を
取し

ゅ

得と
く

。
周

し
ゅ
う

囲い

の
医い

師し

ら
か

ら
教

き
ょ
う

材ざ
い

や
試し

験け
ん

対た
い

策さ
く

の
支し

援え
ん

も
あ
り
、
医い

師し

国こ
っ

家か

試し

験け
ん

に

合ご
う

格か
く

し
た
。

　
「
す
ぐ
に
調し

ら

べ
る
、
問も

ん

題だ
い

が
あ
れ
ば
臨り

ん

機き

応お
う

変へ
ん

に
考か

ん
が

え

て
行こ

う

動ど
う

す
る
。
そ
し
て
最さ

い

後ご

ま
で
諦あ

き
ら

め
な
い
。
こ
れ
ら
は

全す
べ

て
松

し
ょ
う

柏は
く

学が
く

園え
ん

で
培

つ
ち
か

っ
た
も

４
０
０
本ぽ

ん

の
桜さ

く
ら

が
咲さ

き
誇ほ

こ

る

文ぶ
ん

協き
ょ
う

桜さ
く
ら

ま
つ
り
今こ

ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

か
ら

の
で
す
」
と
上う

え

林ば
や
しさ
ん
は
誇ほ

こ

り
を
も
っ
て
述の

べ
た
。

　

４
月が

つ

１
０
日か

に
東と

う

京き
ょ
う

都と

内な
い

で
行お

こ
な

わ
れ
た
「
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

御ご

即そ
く

位い

三さ
ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

奉ほ
う

祝し
ゅ
く

感か
ん

謝し
ゃ

の
集つ

ど

い
」
で
、
安あ

倍べ

晋し
ん

三ぞ
う

首し
ゅ

相し
ょ
うや
名な

だ
た
る
有ゆ

う

名め
い

人じ
ん

に
並な

ら

び
、
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

の

宮み
や

﨑ざ
き

真ま

優ゆ

さ
ん
（
１
６
、
五ご

世せ
い

）
が
ス
ピ
ー
チ
を
行

お
こ
な

っ
た

こ
と
に
つ
い
て
も
触ふ

れ
た
。

　
「
私わ

た
し

は
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

で
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
を
愛あ

い

し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
日に

本ほ
ん

も
私わ

た
し

の

中な
か

で
ず
っ
と
生い

き
て
い
ま

す
」
と
い
う
宮み

や

﨑ざ
き

さ
ん
の
言こ

と

葉ば

を
、
涙な

み
だ

を
流な

が

し
聴き

き
い
っ

た
と
い
う
。「
日に

本ほ
ん

で
生い

き

る
私わ

た
し

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

で
あ
り
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

。
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

で
あ

る
こ
と
を
誇ほ

こ

り
に
、
日に

本ほ
ん

に

暮く

ら
す
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

を
支さ

さ

え
、
こ
れ
か
ら
も
頑が

ん

張ば

ら
ね

ば
と
勇ゆ

う

気き

づ
け
ら
れ
た
」
と

言こ
と

葉ば

を
詰つ

ま
ら
せ
な
が
ら
語か

た

っ
た
。

　

上う
え

林ば
や
しさ
ん
は
挨あ

い

拶さ
つ

の
最さ

い

後ご

を
、
相あ

い

田だ

み
つ
を
の
詩し

「
出で

逢あ

い
、
そ
し
て
感か

ん

動ど
う

。
ひ
と

を
動う

ご

か
し
ひ
と
を
変か

え
て
ゆ

く
の
は
難む

ず
か

し
い
理り

論ろ
ん

や
理り

屈く
つ

じ
ゃ
な
い
ん
だ
な
ぁ
。
感か

ん

動ど
う

が
ひ
と
を
動う

ご

か
し
、
出で

逢あ

い

日
に

本
ほん

人
じん

移
い

住
じゅう

120 周
しゅう

年
ねん

祝
いわ

う
（７） ２０１９年第５２７５号 	 ７月	 ３日	（水曜日）

里さ
と

帰が
え

り
歓か

ん

迎げ
い

会か
い

で
旧き

ゅ
う

交こ
う

温あ
た
た

め
る

日に

本ほ
ん

で
医い

師し

、
活か

つ

躍や
く

す
る
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

松
しょう

柏
はく

学
がく

園
えん

来
らい

社
しゃ

した小
お

原
はら

学
まなぶ

ボリビア事
じ

務
む

所
しょ

所
しょ

長
ちょう

、磯
いそ

貝
がい

白
しら

日
ひ

ペルー事
じ

務
む

所
しょ

次
じ

長
ちょう

、佐
さ

藤
とう

洋
ひろ

史
し

ブラジル事
じ

務
む

所
しょ

所
しょ

長
ちょう

挨
あい

拶
さつ

をする上
うえ

林
ばやし

さん（左
ひだり

）と見
み

守
まも

る川
かわ

村
むら

真
ま

倫
り

子
こ

さん

ペ ル ー
ボリビア

　

ボ
リ
ビ
ア
の
オ
キ
ナ
ワ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
安あ

里さ
と

三み

奈な

美み

さ

ん
に
よ
れ
ば
、
現げ

ん

在ざ
い

同ど
う

地ち

で

は
眞ま

子こ

様さ
ま

の
ご
訪ほ

う

問も
ん

に
向む

け

て
準

じ
ゅ
ん

備び

の
大お

お

詰づ

め
に
入は

い

っ
て
い

る
段だ

ん

階か
い

。
オ
キ
ナ
ワ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

に
は
１
９
日に

ち

に
到と

う

着ち
ゃ
くし
、
慰い

霊れ
い

碑ひ

献け
ん

花か

、
資し

料り
ょ
う

館か
ん

視し

察さ
つ

、
を
つ
け
て
応お

う

援え
ん

し
て
い
ま
す
。

ま
た
大た

い

使し

館か
ん

で
は
１
０
カ
所し

ょ

以い

上じ
ょ
うで
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
うの
歴れ

き

史し

の
写し

ゃ

真し
ん

巡じ
ゅ
ん

回か
い

展て
ん

を
行い

っ
て

い
ま
す
」
と
紹

し
ょ
う

介か
い

。

　

ま
た
、
今こ

年と
し

は
オ
キ
ナ
ワ

移い

住じ
ゅ
う

地ち

が
６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え

が
ひ
と
を
変か

え
て
ゆ
く
ん
だ

な
ぁ
」
を
読よ

み
上あ

げ
、「
こ

れ
か
ら
も
一ひ

と

つ
一ひ

と

つ
の
出で

逢あ

い
を
大た

い

切せ
つ

に
し
て
い
き
た

い
」
と
締し

め
く
く
っ
た
。

　

上う
え

林ば
や
しさ
ん
は
「
子こ

供ど
も

達た
ち

の

心こ
こ
ろも
体か

ら
だ

も
元げ

ん

気き

に
で
き
る
よ

う
な
医い

師し

に
な
り
た
い
」
と

に
こ
や
か
に
話は

な

し
た
。

　

松
し
ょ
う

柏は
く

学が
く

園え
ん

、
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

の
創そ

う

設せ
つ

者し
ゃ

の
川か

わ

村む
ら

真ま

倫り

子こ

さ

ん
（
９
０
、
二に

世せ
い

）
は
「
生せ

い

徒と

が
偉え

ら

く
な
ら
な
く
て
も
良よ

い
。
た
だ
他た

人に
ん

に
良よ

い
影え

い

響
き
ょ
う

を
与あ

た

え
ら
れ
る
立り

っ

派ぱ

な
人ひ

と

に

な
っ
て
ほ
し
い
。
他た

人に
ん

に
親し

ん

切せ
つ

に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人ひ

と

が
ま
た
別べ

つ

の
人ひ

と

に
親し

ん

切せ
つ

に
す

る
。
そ
う
や
っ
て
世せ

界か
い

を
少す

こ

し
ず
つ
良よ

く
で
き
れ
ば
」
と

笑え

顔が
お

で
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

ら
を
見み

つ
め

な
が
ら
話は

な

し
た
。

　

副ふ
く

教き
ょ
う

頭と
う

の
斉さ

い

藤と
う

永え

美み

さ

ん
は
「
久ひ

さ

し
ぶ
り
に
集あ

つ

ま
っ

て
、
皆み

な

そ
れ
ぞ
れ
の
場ば

所し
ょ

で

頑が
ん

張ば

っ
て
い
る
と
分わ

か
り
嬉う

れ

し
い
。
離は

な

れ
て
い
て
も
気き

持も

ち
は
同お

な

じ
」
と
笑え

み
を
こ
ぼ

し
た
。

　

上う
え

林ば
や
しさ
ん
は
サ
ン
パ
ウ
ロ

州し
ゅ
う

立り
つ

大だ
い

学が
く

医い

学が
く

部ぶ

を
卒そ

つ

業
ぎ
ょ
う

後ご

、
小

し
ょ
う

児に

科か

専せ
ん

門も
ん

医い

の
資し

格か
く

を
取し

ゅ

得と
く

。
独ど

く

立り
つ

行ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

人じ
ん

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
奨

し
ょ
う

学が
く

金き
ん

を
得え

て
、
京

き
ょ
う

都と

大だ
い

学が
く

移い

植し
ょ
く

外げ

科か

に
海か

い

外が
い

受じ
ゅ

託た
く

研け
ん

修し
ゅ
う

医い

と
し
て
勤き

ん

務む

し
、
日に

本ほ
ん

医い

師し

国こ
っ

家か

資し

格か
く

を
取し

ゅ

得と
く

。
そ

の
後ご

は
日に

本ほ
ん

外げ

科か

学が
っ

会か
い

専せ
ん

門も
ん

医い

、
京

き
ょ
う

都と

大だ
い

学が
く

医い

学が
く

博は
か

士せ

を

経へ

て
、
現げ

ん

在ざ
い

は
大お

お

阪さ
か

赤せ
き

十じ
ゅ
う

字じ

病び
ょ
う

院い
ん

で
勤き

ん

務む

し
て
い
る
。

こ
と
で
、
後ご

日じ
つ

文ぶ
ん

協き
ょ
うで
写し

ゃ

真し
ん

が
展て

ん

示じ

さ
れ
、
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
う

者し
ゃ

に
は

カ
メ
ラ
が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
る
。

　

家か

族ぞ
く

連づ

れ
で
も
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
楽た

の

し
め
る
よ
う
、
ホ
ン
ダ
・
オ
ー

ト
モ
ー
ベ
イ
ス
・
ド
・
ブ
ラ
ジ

ル
・
リ
ミ
タ
ー
ダ
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに

よ
り
、
子こ

供ど
も

用よ
う

の
遊あ

そ

び
場ば

も

用よ
う

意い

。
滑す

べ

り
台だ

い

な
ど
の
遊ゆ

う

具ぐ

が
あ
り
、
交こ

う

通つ
う

ル
ー
ル
を
教お

し

え
る
教

き
ょ
う

室し
つ

も
開ひ

ら

か
れ
る
。
教

き
ょ
う

室し
つ

に
参さ

ん

加か

し
た
子こ

供ど
も

は
、
お

も
ち
ゃ
の
車く

る
ま

に
乗の

っ
て
会か

い

場じ
ょ
うを

移い

動ど
う

で
き
る
。

　

文ぶ
ん

協き
ょ
うか
ら
会か

い

場じ
ょ
う
ま
で
の
バ

ス
も
出で

て
お
り
、
往お

う

復ふ
く

４
０

レ
ア
ル
で
利り

用よ
う

可か

能の
う

。
ま
だ

空あ

き
が
あ
る
の
で
早は

や

め
の
予よ

約や
く

を
。
桜さ

く
ら

ま
つ
り
に
関か

ん

す
る

問と

い
合あ

わ
せ
は
文ぶ

ん

協き
ょ
う（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
２
０
８
・
１
７ 

５
５
）
ま
で
。

る
。
小お

原は
ら

所し
ょ

長ち
ょ
うは
「
日に

本ほ
ん

の

外が
い

務む

省し
ょ
うが
支し

援え
ん

し
て
い
る『
オ

キ
ナ
ワ
道ど

う

路ろ

整せ
い

備び

計け
い

画か
く

』
が
、

８
月が

つ

１
０
日か

に
い
よ
い
よ
起き

工こ
う

式し
き

を
行お

こ
な
う
予よ

定て
い

で
す
」
と

語か
た
っ
た
。

す
る
。

　

敷し
き

地ち

内な
い

の
体た

い

育い
く

館か
ん

で
は
、
昨さ

く

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

関か
ん

連れ
ん

イ
ベ
ン
ト
を

写う
つ

し
た
写し

ゃ

真し
ん

展て
ん

が
開ひ

ら

か
れ
る
。

富ふ

士じ

フ
ィ
ル
ム

主し
ゅ

催さ
い

「
文ぶ

ん

協き
ょ
う

写し
ゃ

真し
ん

コ
ン
テ
ス
ト
」

も
開か

い

催さ
い

。
桜さ

く
ら

や

祭ま
つ

り
の
様よ

う

子す

を

　

ア
ト
ベ
ン
チ
ス
タ
希き

望ぼ
う

の



O holandês Max 
Verstappen (21) da 
equipe Red Bull Honda 
venceu no domingo, 
o Grande Prêmio da 
Áustria de F-1, no 
autódromo da Red Bull 
Ring, localizado na 
cidade de Spielberg.
Com arquibancadas 
lotadas e temperatura 
ambiente de 35 graus, 
o público foi ao delírio 
com a vitória do 
holandês que fez uma 
corrida de recuperação, 
após ter problemas 
na largada e cair de 
segundo para sétimo, 
na primeira volta.
Aos poucos o holandês 
foi ultrapassando um 
a um, até conquistar 
a segunda posição 
de Valtteri Bottas da 
Mercedes e ir para a 
vitória faltando duas 
voltas, ultrapassando 
por dentro a Ferrari de 
Leclerc, na curva 3.
Após as provas do da 
França e do Canadá, 
a Red Bull Honda 
achava que teria um 
desempenho mediano 
na Áustria, ficando 
atrás das Mercedes 
e das Ferraris, mas o 
forte calor, a ousadia 
de Verstappen e a 
performance do motor 
Honda, mudaram o 

aty@globo.com Amauri Teruo Yamazaki – São Paulo – SP

AUTOS
M a x Ve r s t a p p e n d a R e d 
Bull Honda vence o Grande 

Prêmio da Áustria de F-1
レッドブル・ホンダが、

F1 オーストリア・グランプリで優勝

panorama da corrida.
O inglês Lewis Hamilton 
declarou após a corrida, 
que o forte calor no 
domingo superaqueceu 
o motor Mercedes 
prejudicando o 
rendimento dos carros.
Já o monegasco Charles 
Leclerc, da Ferrari, fez 
tudo certo ao largar 
na pole e manter a 
liderança da largada 
até a duas voltas 
do final, quando foi 
ultrapassado por dentro 
por Verstappen.
Leclerc reclamou 
de uma manobra 
de Verstappen na 
ultrapassagem, quando 
os carros se tocaram 
com a roda dianteira na 
saída da curva.
Além da vitória, Max 

Verstappen fez também 
a melhor volta da prova, 
ganhando mais um 
ponto no campeonato 
de pilotos.
Após o término da 
corrida, os comissários 
disseram que iriam 
investigar a manobra 
abrindo a possibilidade 
de uma punição para 
Verstappen. Porém, três 
horas após o final da 
corrida, a FIA disse que 
não haveria punição 
mantendo a vitória do 
holandês que agora 
acumula 6 vitórias na 
F-1.
Foi uma grande festa 
para a equipe Red Bull e 
também para a Honda, 
que após 3 temporadas 
difíceis com a McLaren 
e uma temporada 

Primeiro lote de 42 unidades chega ao Brasil 
neste mês, com preço ao redor de R$ 178.400,00.

A nona etapa do campeonato foi a melhor corrida do 
ano com o holandês Max Verstappen conquistando a 
primeira posição de Charles Leclerc, na penúltima volta.
Honda volta a vitória na F-1 desde seu retorno em 2015.

N i s s a n t r a z a o B r a s i l 
o c a r r o e l é t r i c o m a i s 

vendido do mundo
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O piloto Max Verstappen da Red Bull Honda venceu o GP da Áustria de F-1, tendo superado as 
Mercedes e as Ferraris na pista.

O holandês reconheceu no pódio o mérito da Honda na vitória na Áustria.
A meta agora é vencer outras corridas nesta temporada.

Charles Leclerc da Ferrari, Toyoharu Tanabe da Honda, 
Max Verstappen da Red Bull Honda e Valtteri Bottas da 
Mercedes, celebram no pódio do GP da Áustria.

Charles Leclerc da Ferrari, Toyoharu Tanabe da Honda, 
Max Verstappen da Red Bull Honda e Valtteri Bottas da 
Mercedes, celebram no pódio do GP da Áustria.

O brasileiro Issao Mizoguchi 
é o CEO da Honda South 
America e presidente da 
Honda do Brasil. 

Nissan Leaf importado ao Brasil é produzido na 
Inglaterra.

Painel do Leaf que começa a ser entregue para os 
clientes que fizeram a reserva no Brasil.
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mediana com a Toro 
Rosso, voltou ao lugar 
mais alto do pódio tendo 
superado as Ferraris e 
as Mercedes na pista.
Verstappen fez 
questão de mostrar 
o logo da Honda no 
macacão durante o 
pódio, destacando a 
importância do motor 
na vitória.
O curioso é que na 
volta 56 (de um total 
de 71), o holandês 
reclamou pelo rádio 
que estava perdendo 
potência, quando um 
dos seus engenheiros 
r e c o m e n d o u 
uma alteração na 
configuração do motor 
no painel do carro, que 
resolveu o problema. 
Quando Verstappen 
reclamou da perda 
de potência, muitos 
achavam que ele 
poderia não terminar a 
prova.
Na última volta, 
Sebastian Vettel da 
Ferrari ultrapassou 
a Mercedes de Lewis 
Hamilton e conquistou 
a quarta posição.
Outros destaques da 
corrida foram o bom 
desempenho das duas 
McLarens, com Lando 
Norris terminando em 
sexto e Carlos Sainz em 
oitavo.
As duas Alfa Romeo 
que vinham caindo 
de performance 
durante o ano, também 
se recuperaram, 
terminando em novo 
com Kimi Raikkonen e 
décimo com o italiano 

A Nissan vai apresentar 
no dia 18 de julho, o 
Leaf, conhecido como o 
automóvel elétrico mais 
vendido no mundo, 
que impressiona pela 
performance com 
149 cv de potência 
(110 KW) e pelo 
impressionante torque 
de 32,6 kgf. Como 
acontece nos carros 
elétricos o torque é 
imediato, uma vez 
que não há motor a 
combustão para subir 
as rotações para atingir 
o torque máximo.
Segundo a Nissan, a 
autonomia do Leaf é 
de 389 km na cidade 
(e 270 km em ciclo 
combinado) e a recarga 
leva em torno de 7 
horas em uma tomada 
residencial. Em uma 
carga rápida (com 
equipamento específico 
para os carros elétricos) 
a bateria é recarregada 
em 80% em apenas 30 
minutos.
Os carros elétricos 
reduzem as emissões 
de gases tóxicos no 
meio ambiente e não 
produzem ruído, mas 
a cada 7 ou 10 anos é 
necessária a troca da 
bateria principal que é 
bastante cara. A Nissan 
não informou qual será 

Antonio Giovinazzi, que 
conquistou seu primeiro 
ponto no campeonato.
As duas Renault 
tiveram desempenho 
decepcionante na 
Áustria, com Nico 
Hulkenberg terminando 
em décimo segundo 
e Daniel Ricciardo 
em décimo terceiro. 
Ricciardo saiu por sua 
vontade da Red Bull, 
pois não acreditava 
na parceria Red Bull 
Honda.
Com a vitória de 
Verstappen, festa em 
todo o autódromo 
Red Bull Ring e 
especialmente nos 
boxes da equipe, com 
a comemoração da 
primeira vitória da 
parceria Red Bull, com 
motor Honda.

a vida útil e o custo da 
bateria do Leaf. 
O modelo chega a 
7 concessionárias 
inicialmente, em 6 
cidades do país:
São Paulo, Rio de 
Janeiro, Brasília, Porto 

Nos boxes, o inglês 
Adrian Newey projetista 
chefe da Red Bull 
celebrava com Christian 
Horner chefe de equipe 
e os engenheiros da 
Honda.
GRANDE PRÊMIO DA 
INGLATERRA: 14 de 
JULHO
GRANDE PRÊMIO BRASIL: 
17 de NOVEMBRO

Alegre, Curitiba e 
Florianópolis.
Na cidade de São 
Paulo o Leaf será 
comercializado apenas 
nas concessionárias 
Fuji e Carrera.
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